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平
成
　
年
度
　
決
算

２６

　
９
月
１
日
か
ら
　
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
第
４
回
町
議
会
定
例
会
」
で
平

１６

成
　
年
度
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
　
年
度
の
一
般
会
計
と
各
特
別

２６

２６

会
計
を
合
わ
せ
た
歳
入
総
額
は
２
３
０
億
３
７
９
４
万
円
、
歳
出
総
額
は
２

２
９
億
２
６
３
７
万
円
と
な
り
、
住
み
や
す
い
町
づ
く
り
の
た
め
に
有
効
に

執
行
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

～
健
全
財
政
に
努
め
て
い
ま
す
～

町税町税
92 億 2,546 万円
(63.4％）
92 億 2,546 万円
(63.4％）

諸収入
8億 7,498 万円
(6.0％)

繰越金
4億 9,725 万円
(3.4％)

その他（自主財源）
3億 3,799 万円 (2.3％)

その他（依存財源）
2億 7,984 万円 (1.9％)

国庫支出金
12 億 4,402 万円 (8.5％)

町債

8億 155 万円 (5.5％)

地方譲与税
1億 2,266 万円 (0.9％)

地方消費税交付金

県支出金

5億 5,216 万円 (3.8％)

歳入総額歳入総額
145 億 6,461 万円145 億 6,461 万円

自主財源自主財源
109 億 3,568 万円
(75.1％)
109 億 3,568 万円
(75.1％)

依存財源6億 2,870 万円
(4.3％) 36 億 2,893 万円

(24.9％)

金額その他(自主財源)の内訳

１億６,２２３万円使用料及び手数料

１億６,１７２万円分担金及び負担金

８２６万円財産収入

２９２万円寄附金

２８６万円繰入金

３億３,７９９万円合　計

金額その他(依存財源)の内訳

１億６,６０５万円地方交付税

３,３４８万円配当割交付金

２,３４６万円地方特例交付金

１,９５７万円株式等譲渡所得割交付金

１,７０２万円自動車取得税交付金

９９３万円交通安全対策特別交付金

８０６万円利子割交付金

２２７万円ゴルフ場利用税交付金

２億７,９８４万円合　計

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
歳
入
は
１
４

２６

５
億
６
４
６
１
万
円
、
歳
出
は
１
４
４
億

１
５
３
６
万
円
で
し
た
。
差
し
引
き
は
１

億
４
９
２
５
万
円
と
な
り
、
翌
年
度
に
繰

り
越
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
財
源
１
２
２

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
１

億
４
８
０
３
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し

た
。
こ
の
歳
入
と
歳
出
を
平
成
　
年
３
月

２７

末
の
人
口
４
万
８
８
３
人
で
割
る
と
、
町

民
１
人
あ
た
り
の
収
入
が
　
万
６
２
５
１

３５

円
、
支
出
が
　
万
２
６
０
０
円
と
な
っ
て

３５

い
ま
す
。

【
一
般
会
計
歳
入
に
つ
い
て
】

　
町
の
一
般
会
計
で
は
、
町
税
、
諸
収
入
、

繰
越
金
な
ど
の
自
主
財
源
が
歳
入
全
体
の

　
・
１
％
を
占
め
て
お
り
、
高
い
割
合
と

７５な
っ
て
い
ま
す
。

　
昨
年
と
比
べ
て
、
町
税
に
お
い
て
は
、

固
定
資
産
税
、
都
市
計
画
税
は
減
少
し
た

も
の
の
町
民
税
、
軽
自
動
車
税
が
増
加
し

た
た
め
、
町
税
全
体
で
　
億
２
０
３
５
万

２５

円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
地
方

消
費
税
交
付
金
は
、
消
費
税
率
改
定
な
ど

に
よ
り
８
１
９
７
万
円
増
額
、
国
庫
支
出

金
は
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給
付
費
補
助
金

な
ど
に
よ
り
２
億
８
０
５
３
万
円
増
額
、

県
支
出
金
は
、
地
域
グ
リ
ー
ン
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
基
金
事
業
補
助
金
な
ど
に
よ

り
、
６
９
３
６
万
円
増
額
、
繰
越
金
は
、

前
年
度
余
剰
金
繰
越
金
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
１
億
８
１
３
３
万
円
増
額
と
な
り
ま

し
た
。
一
方
で
地
方
交
付
税
、財
産
収
入
、

町
債
な
ど
は
減
額
と
な
り
ま
し
た
が
、
歳

入
全
体
で
は
　
億
５
８
９
４
万
円
の
増
額

２７

と
な
り
、
財
政
調
整
基
金
か
ら
の
繰
入
れ

を
行
わ
な
い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【
一
般
会
計
歳
出
に
つ
い
て
】

　
昨
年
と
比
べ
て
民
生
費
で
は
、
障
害
者

自
立
支
援
事
業
、
子
育
て
世
帯
臨
時
特
例

給
付
金
給
付
事
業
、
臨
時
福
祉
給
付
金
給

付
事
業
、
東
児
童
館
第
２
学
童
棟
設
置
事

業
な
ど
に
よ
り
、
３
億
５
３
９
１
万
円
の

増
額
。

　
総
務
費
は
、
庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修

工
事
、
町
有
財
産
管
理
事
業
、
財
政
調
整

基
金
の
積
立
て
な
ど
に
よ
り
　
億
２
９
６

１９

５
万
円
の
増
額
。
教
育
費
で
は
、
英
語
指

導
助
手
配
置
事
業
、
学
校
教
育
指
導
支
援

事
業
は
減
少
し
た
も
の
の
、
南
小
、
北
小
、

西
小
の
耐
震
補
強
工
事
、
北
中
学
校
校
舎

改
築
事
業
、学
校
給
食
補
助
金
な
ど
よ
り
、

２
億
９
８
４
７
万
円
の
増
額
。
衛
生
費
で

一
般
会
計
決
算

一
般
会
計
歳
入
・
歳
出
総
括
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総務費
36 億 4,000 万円
(25.2％）教育費教育費

16 億 6,983 万円
(11.6％)
16 億 6,983 万円
(11.6％)

衛生費
14 億 1,595 万円
(9.8％)

土木費
12 億 8,165 万円
(8.9％)

公債費
8億 2,983 万円
(5.8％)

商工費
7億 1,183 万円 (4.9％)

消防費
8億 436 万円 (5.6％)

議会費
1億 4,278 万円
(1.0％)

農林水産業費
8,139 万円 (0.6％)

諸支出金
5,500 万円 (0.4％)

歳出総額歳出総額
144 億 1,536 万円144 億 1,536 万円

民生費民生費
37 億 8,274 万円
(26.2％)
37 億 8,274 万円
(26.2％)

特定財源
36 億 434 万円
(25.0％)

一般財源一般財源
108 億 1,102 万円
(75.0％)
108 億 1,102 万円
(75.0％)

平成２６年度　決算

～健全財政に努めています～

大泉町の財政運営は健全です
　「健全化判断比率」・「資金不足比率」は、地方公共団体の財政の健全化

に関する法律に基づき公表するものです。町の平成２６年度決算に基づく

各指標は下記のとおりで、いずれの指標も基準内でした。

概要財政再生基準早期健全化基準大泉町指標

一般会計などを対象とした実質赤字
額の標準財政規模に対する比率

２０.００％１３.９６％－
実質

赤字比率

健
全
化
判
断
比
率

全会計を対象とした実質赤字額の標
準財政規模に対する比率

３０.００％１８.９６％－
連結実質

赤字比率

一般会計などが負担する公債費およ
び公債費に準じた経費の標準財政
規模に対する比率（３か年平均値）

３５.００％２５.００％１.３
実質公債

費比率

公営企業や公社なども含め、一般会
計などが将来負担すべき実質的な
負債の標準財政規模に対する比率

なし３５０.００％－
将来負担

比率

■健全化判断比率

■資金不足比率

概要経営健全化基準大泉町特別会計名

公営企業会計の資金不足額について、

当該会計の事業規模に対する比率

２０.０％－下水道事業特別会計

２０.０％－水道事業会計

※標準財政規模とは、地方公共団体の標準的な状態で通常収入が見込まれる一般

財源の規模を示す指標です。また、早期健全化基準、財政再生基準および経営健

全化基準に達した場合の措置としては、外部監査の実施や財政健全化計画または

財政再生計画の策定を行い、財政の健全化に取り組むこととなります。なお、実

質赤字額、連結実質赤字額および資金不足額はなく、また将来負担額を充当可能

財源などが上回るため、「－」（該当なし）と表示しています。

・児童手当支給事業

・障害者自立支援事業

・私立保育園保育の実施児童委託事業など

民生費

・基金積立金

・情報システム事業

・町有財産管理事業など

総務費

・学校管理運営事業

・北中学校校舎改築事業

・文化振興事業など

教育費

・大泉町外二町環境衛生施設組合負担金

・し尿処理施設維持管理費

・予防接種事業など

衛生費

・公園管理費

・公共下水道推進事業

・道路新設改良事業など

土木費

・町債の償還費公債費

・常備消防事業

・非常備消防事業

・災害対策事業など

消防費

・金融対策事業

・いずみの杜運営事業

・商工振興事業など

商工費

目的別の主な事業

は
、
看
護
職
員
入
学
金
補
助
事
業
、
予
防

接
種
事
業
、
医
療
対
策
事
業
、
衛
生
セ
ン

タ
ー
改
修
工
事
な
ど
の
実
施
に
よ
り
、
１

億
８
０
０
万
円
の
増
額
。
土
木
費
で
は
、

道
路
維
持
事
業
な
ど
は
減
少
し
た
も
の

の
、
町
民
体
育
館
耐
震
補
強
工
事
な
ど
の

実
施
に
よ
り
１
億
９
２
１
８
万
円
の
増

額
。
消
防
費
で
は
、
太
陽
光
発
電
蓄
電
池

等
設
置
工
事
、
救
急
車
両
購
入
な
ど
に
よ

り
、
８
６
７
６
万
円
の
増
額
。
商
工
費
で

は
、
商
工
会
活
動
費
補
助
事
業
、
勤
労
者

貸
付
事
業
は
減
少
し
た
も
の
の
、
金
融
対

策
事
業
、
い
ず
み
の
杜
運
営
事
業
、
新
規

事
業
所
・
新
増
設
奨
励
金
、
町
内
企
業
事

業
継
続
支
援
補
助
金
の
増
加
な
ど
に
よ

り
、
９
５
９
３
万
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

た
。
歳
出
全
体
で
は
、　

億
６
９
４
万
円

３１

の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。
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基金（町の貯金）

町債年度末残高および

一人当たりの町債残高

財政調整基金とは、経済の不況などによる大幅な税収

減や災害の発生などによる思わぬ支出の増加に備え

て財源に余裕のあるときに剰余金などを積み立てて

おくものです。減債基

金とは、公債の償還

を計画的に行うため

資金を積み立てる基

金のことです。その

他特定目的基金と

は、特定の目的のた

めに資金を積み立て

る基金のことです。

町債とは、町の借金を指す用語です。町の予算では、

その年度に使うお金は、その年度に得る収入で賄う

ことを基本としていますが、多額の費用がかかる事

業を行う場合は資金の借り入れを行うことができます。

平成２６年度末

一般会計町債残

高は８０億５,１４０

万円で、平成２７

年３月３１日現在

人口で計算する

と、町民一人当

たりの町債残高

は１９万６，９３７円

です。

経常収支比率

財政構造の弾力性を判断するための指標で人件費・

扶助費・公債費などの経常的経費に、地方税・普通交

付税などを中心とす

る経常的一般財源が

どの程度充当されて

いるかを表す比率で

す。比率が低いほど、

財政運営に弾力性が

あり、政策的に使え

るお金が多くあるこ

とを示しています。

財政力指数の状況

町が標準的な行政サービスや基本的な社会資本を提

供するための経費に対して、自主財源（町が自主的に

調達できる町税や使用料、手数料など）がどのくらいあ

るかを示す指標です。この値が「１.０００」以上であれば

１００％、「０.５００」

であれば５０％の

経費を自主財源

で賄うことがで

きることを意味

し、「まちの体力」

の基準となる数

値です。

その他特定目的基金減債基金財政調整基金平成２６年度

基金残高 ７億５，０６３万円１億３，０７０万円３６億６，５２２万円

支出収入

５６．８万円食費（人件費）２５３．４万円給料（町税）

５１．６万円医療費・教育費（扶助費）３３．２万円
パート収入（諸収入、分担
金および負担金など）

２２．８万円ローンの返済（公債費）０．１万円預貯金取崩し（繰入金）

４４．２万円
家の増改築費・修繕費（投資
的経費・維持補修費）

１３．６万円前年の収入残（繰越金）

６４．２万円光熱水費・日用品費（物件費）８２．４万円
親からの仕送り（国・県支
出金・地方交付税など）

５１．７万円
保険料、税金、自治会費など
（補助費）

１７．３万円銀行からの借入れ（町債）
４７．２万円

子どもへの仕送り（繰出金・
貸付金・投資および出資金）

５７．４万円預貯金（積立金）

３９５．９万円合計４００．０万円合計

４．１万円余り（収入－支出）

２２１．１万円ローン残高１２４．９万円預貯金残高

大大大大大大大大大大
泉泉泉泉泉泉泉泉泉泉
町町町町町町町町町町
のののののののののの
家家家家家家家家家家
計計計計計計計計計計

大
泉
町
の
家
計
簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿簿

～
町
が
年
収
４
０
０
万
円
の
家
庭
だ
っ
た
ら
～

　
平
成
　
年
度
一
般
会
計
の
決
算
内
容
を
、家
庭
の
年
間
の
家
計
簿

２６

に
置
き
換
え
ま
し
た
。（
規
模
を
約
３
６
０
０
分
の
１
と
し
て
計
算
）
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　国・県支出金　
１億８，５２０万円

使用料、手数料および諸収入
１億４，４１１万９，０００円

  受益者負担金   
７６７万６，０００円

□平成２６年度決算審査

　審査に付された一般会計およ

び特別会計並びに水道事業会計

の決算は、計数に誤りがなく、諸

帳簿・証書類も整備されているも

のと認めます。また、各基金につ

いても確実かつ安全に運用され

ているものと認めます。

　今後も事務事業を見直し、予算の精度の向上を図

り、歳入の安定した確保や経費節減を行い「最少の経

費で最大の効果を挙げるよう」スピード感、責任感、緊

張感をもって行政運営に努められることを望みます。

□平成２６年度健全化判断比率および資金不足比率審査

　審査に付された健全化判断比率および資金不足比

率並びにその算定の基礎となる事項を記載した書類

は、いずれも適正に作成されているものと認めます。

  公園墓地事業

そ　の　他
３万５,０００円

  総 務 費　   
２，３３０万３，０００円

　そ　の　他　
３３３万１，０００円

繰入金
１，２０１万７，０００円

使用料および手数料
９６２万１，０００円

２，４９６万９，０００円歳 入

２，３３３万８，０００円歳 出

利　　率未　償　還　額区　　　分

０.９０～６.６０％１８億５５２万４，０００円財 務 省

０.９０～３.３０％９億６，１２８万２，０００円旧 郵 政 公 社

０.９０～４.８５％１０億６，３０２万９，０００円地方公共団体金融機構

―３８億２，９８３万５，０００円計

下水道債の借入先別現在高構成

  下水道事業

  介護保険事業

そ　の　他
５，７１９万５，０００円

総　務　費
７，１２０万８，０００円

　 保 険 給 付 費　
２０億１，５７６万７，０００円

そ の 他
３億４，２５６万円

介護保険料
５億２，３１５万２，０００円

支払基金交付金
５億８，７８３万４，０００円

国・県支出金
７億３，７７２万２，０００円

被保険者数（平成２６年度末現在）

計第２号被保険者第１号被保険者
種別

区分

２２，３９７人１４，１２８人８，２６９人被保険者数

　 総 務 費　
１億４，１００万７，０００円

　 公 債 費　
２億８，９４４万８，０００円

　 事 業 費　
４億９，７９０万８，０００円

 町 債  
２億１，２７０万円

 繰 越 金  
４，３７８万１，０００円

　一般会計繰入金　
３億６，１２３万７，０００円

２１億９，１２６万８，０００円歳 入

特別会計歳入・歳出内訳

２１億４，４１７万円歳 出

９億５，４７１万３，０００円歳 入

９億２，８３６万３，０００円歳 出

代表監査委員

 荻  野  恭  子 氏
おぎ の きょう こ

監　査　報　告

平成２６年度　決算

～健全財政に努めています～

年間使用水量使　用　栓　数給　水　人　口

５０９万弱１８，５７５栓４０，４７４人

水道事業概況（平成２６年度末現在）

  水道事業

■収益的収支

■資本的収支

　 特 別 損 失　
６１４万２，０００円

　営業外費用　
１，８８４万円

　 営 業 費 用　
６億３，３７０万３，０００円

　 営業外収益 　 
５，２７７万円

  営 業 収 益   
６億７，２１０万５，０００円

　 出 資 金　
５００万円

　 企 業 債　
１億７，０００万円

　 企 業 債 償 還 金 　 
９，１６４万５，０００円

   建 設 改 良 費    
３億２，３４６万８，０００円

※収入が支出に不足する額は、損益勘定留保資金および積立金な

どで補てんしました。

  国民健康保険事業

　 そ の 他　
１９億２,１５３万円

国 庫 支 出 金
１１億１，３７７万４，０００円

国 民 健 康 保 険 税
１０億８,２９１万４,０００円

　 そ の 他　
９億２,８６６万６，０００円

後期高齢者支援金
６億５,１５３万２,０００円

保 険 給 付 費
２４億７，８２８万４,０００円

国保加入割合国  民  健  康  保  険町　　全　　体

３７.４％国保世帯数　　　  ６,７４４世帯総世帯数   １８,０２９世帯

２９.２％被保険者数 　　　 １１,９２７人総人口    ４０,８８３人

―世帯構成  　　       　１.７７人世帯構成     ２.２７人

国民健康保険加入状況

  後期高齢者医療事業

　 そ の 他　
２，０３３万２，０００円

  納 付 金   
２億６，２５３万１，０００円

　そ　の　他　
７，２４１万９，０００円

　　 保 険 料　 　
２億１，１８６万４，０００円

３，２３７人被　保　険　者　数

４１億１，８２１万８，０００円歳 入

２億８，４２８万３，０００円歳 入

２億８，２８６万３，０００円歳 出

６億５，８６８万５，０００円支 出

１億７，５００万円収 入

４億１，５１１万３，０００円支 出

４０億５，８４８万２，０００円歳 出

７億２，４８７万５，０００円収 入
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■
施
策
１
　
経
営
基
盤
の
安
定
化

【
目
指
す
姿
】

　
企
業
に
よ
る
積
極
的
な
設
備
投
資
が
行

わ
れ
企
業
の
収
益
が
向
上
し
、
安
定
し
た

雇
用
が
確
保
さ
れ
た
町

□
現
況
と
課
題

　
町
内
企
業
に
対
す
る
経
営
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
設
備
投
資
の
た
め
の
資
金

調
達
を
行
う
企
業
が
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
融
資
制
度
に
お
い
て
は
、
経
済
情
勢

の
影
響
や
町
内
企
業
の
業
況
を
注
視
し
な

が
ら
柔
軟
に
対
応
し
て
行
く
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
地
域
産
業
の
活
性
化
や
雇

用
を
創
出
す
る
た
め
の
企
業
誘
致
を
推
進

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□
方
向
性

　
商
工
会
と
連
携
し
、
中
小
企
業
間
の
交

流
を
支
援
す
る
こ
と
で
、
地
域
産
業
を
担

う
企
業
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

企
業
の
支
援
策
と
し
て
資
金
需
要
に
柔
軟

に
対
応
す
る
た
め
、
融
資
条
件
な
ど
の
調

査
・
研
究
に
努
め
る
と
と
も
に
、
経
営
相

談
な
ど
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
国
・
県

を
含
め
た
各
種
融
資
・
補
助
制
度
の
周
知

第
五
次
大
泉
町
総
合
計

第
五
次
大
泉
町
総
合
計
画画

後
期
基
本
計

後
期
基
本
計
画画

　
今
年
４
月
か
ら
、
第
五
次
大
泉
町

総
合
計
画
の
集
大
成
と
な
る
後
期
基

本
計
画
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
後
期
基
本
計
画
は
、
将
来
都
市
像

で
あ
る
「
ず
っ
と
住
み
た
い
私
の
ま

ち
　
お
お
い
ず
み
」
を
指
針
と
し
た

平
成
　
年
度
ま
で
の
４
年
間
の
ま
ち

３０

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
も
の
で
す
。

　
今
後
４
年
間
で
取
り
組
む
施
策
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
今
回
お
知
ら
せ
す
る
施
策
は
、「
産

業
振
興
で
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま

ち
（
産
業
振
興
）」
に
つ
い
て
の
主
要

施
策「
工
業
の
振
興
」「
商
業
の
振
興
」

「
農
業
の
振
興
」「
勤
労
者
行
政
の
推

進
」「
観
光
の
振
興
」に
つ
い
て
で
す
。

※
詳
し
く
は
、
企
画
課
（
内
線
２
１

７
）
へ
。

主
要
施
策
１
　
工
業
の
振
興

施
策
　
１
　
経
営
基
盤
の
安
定
化

　
　
　
２
　
経
営
の
高
度
化

主
要
施
策
２
　
商
業
の
振
興

施
策
　
１
　
商
業
の
振
興

　
　
　
２
　
商
業
経
営
の
安
定
化

主
要
施
策
３
　
農
業
の
振
興

施
策
　
１
　
農
業
経
営
者
・
組
織
の
育
成

　
　
　
２
　
農
業
経
営
の
安
定
化

主
要
施
策
１

　
　
　
工
業
の
振
興

シ
リ
ー
ズ
⑥
　
産
業
振
興
で
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

主
要
施
策
４
　
勤
労
者
行
政
の
推
進

施
策
　
１
　
働
き
や
す
い
環
境
の
充
実

主
要
施
策
５
　
観
光
の
振
興

施
策
　
１
　
観
光
の
振
興
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と
活
用
を
促
進
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
地
域

産
業
の
活
性
化
と
雇
用
機
会
を
拡
大
す
る

た
め
に
、
企
業
誘
致
を
進
め
ま
す
。

■
施
策
２
　
経
営
の
高
度
化

【
目
指
す
姿
】

　
企
業
に
よ
る
設
備
の
高
度
化
が
図
ら
れ

最
先
端
設
備
・
分
野
へ
の
事
業
環
境
が
整

備
さ
れ
た
町

□
現
況
と
課
題

　
景
気
の
回
復
に
伴
い
、
設
備
導
入
に
つ

い
て
の
相
談
に
つ
い
て
は
徐
々
に
増
加
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
設
備
投
資

の
本
格
回
復
に
は
、
景
気
の
持
続
性
に
対

す
る
不
透
明
感
の
払
し
ょ
く
や
、
中
長
期

的
な
経
済
成
長
が
期
待
で
き
る
こ
と
が
必

要
で
す
。
今
後
も
経
済
情
勢
を
注
視
し
つ

つ
、
支
援
策
を
検
討
し
て
行
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

□
方
向
性

　
町
内
企
業
が
経
営
環
境
の
変
化
に
柔
軟

に
対
応
で
き
、
事
業
環
境
を
整
備
す
る
た

め
、
新
技
術
・
新
製
品
の
開
発
支
援
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
時
流
に
あ
わ
せ
た
経
営

改
革
や
新
規
事
業
分
野
へ
の
展
開
な
ど
が

容
易
に
な
る
よ
う
、
支
援
体
制
の
強
化
に

努
め
ま
す
。

■
施
策
１
　
商
業
の
振
興

【
目
指
す
姿
】

　
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
商
業
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
地
域
色
豊
か
な
商
店
街

が
活
性
化
し
た
町

□
現
況
と
課
題

　
西
小
泉
周
辺
で
は
空
き
店
舗
な
ど
の
増

加
で
商
店
街
の
魅
力
が
薄
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
市
街
地
中
心
部
の
商
業
の
活
性
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
東
毛
広

域
幹
線
道
路
の
開
通
に
よ
る
市
街
地
中
心

部
の
交
通
量
の
減
少
や
近
隣
市
町
の
大
型

商
業
施
設
の
地
域
間
競
争
も
激
化
し
て
い

る
た
め
、
集
客
力
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。

□
方
向
性

　
東
毛
広
域
幹
線
道
路
の
開
通
に
よ
り
市

街
地
中
心
部
の
交
通
量
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
町
外
へ
の
購
買
力
の
流

出
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
魅
力
あ
る

商
店
街
づ
く
り
を
推
進
し
、
景
観
な
ど
の

ま
ち
づ
く
り
と
整
合
性
を
保
ち
な
が
ら
、

環
境
整
備
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、

商
工
会
と
連
携
す
る
中
で
、
西
小
泉
駅
周

辺
の
活
性
化
を
図
る
と
と
も
に
、
社
会
状

況
の
変
化
や
多
様
化
す
る
消
費
者
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
し
、
消
費
者
の
利
便
性
の

向
上
を
図
る
た
め
、
魅
力
あ
る
商
業
地
の

形
成
を
図
り
ま
す
。

主
要
施
策
２

　
　
　
商
業
の
振
興
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シ
リ
ー
ズ
⑥
　
産
業
振
興
で
活
気
と
賑
わ
い
の
あ
る
ま
ち
（
産
業
振
興
）

■
施
策
２
　
商
業
経
営
の
安
定
化

【
目
指
す
姿
】

　
時
代
に
対
応
し
た
商
業
経
営
で
安
定
し

た
商
業
活
動
が
で
き
る
町

□
現
況
と
課
題

　
商
業
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
中
小
企

業
者
お
よ
び
商
店
事
業
主
に
対
す
る
経
済

講
演
会
や
相
談
会
な
ど
を
開
催
し
、
経
営

改
善
を
支
援
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
町
内
に
お
け
る
商
業
振
興
上
の
課
題

解
決
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
と
連
携
し
た

取
り
組
み
が
必
要
で
す
。

□
方
向
性

　
商
業
経
営
の
安
定
化
に
つ
い
て
は
、
各

種
融
資
制
度
の
利
用
を
促
進
す
る
と
と
も

に
、
経
済
講
演
会
や
経
営
相
談
な
ど
を
開

催
し
、
経
営
改
善
を
支
援
す
る
こ
と
で
、

商
業
の
活
性
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
町

内
に
お
け
る
商
業
振
興
上
の
多
く
の
課
題

を
克
服
し
て
い
く
た
め
、
商
工
会
と
の
連

携
を
深
め
、
そ
の
た
め
の
支
援
に
努
め
ま

す
。

■
施
策
１
　
農
業
経
営
者
・
組
織
の
育
成

【
目
指
す
姿
】

　
次
世
代
農
業
者
の
確
保
・
育
成
事
業
が

推
進
さ
れ
、
田
園
風
景
の
残
る
町

□
現
況
と
課
題

　
農
業
従
事
者
の
減
少
・
高
齢
化
の
進
行

に
よ
り
、
次
代
の
農
業
の
担
い
手
の
確
保

に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
状
況
に
あ
り
、
後

継
者
の
育
成
や
新
規
就
農
者
の
確
保
に
努

め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
農
業
経

営
の
確
立
を
図
る
た
め
、
認
定
農
業
者
制

度
の
普
及
・
啓
発
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
、
農
用
地
の
利
用
集
積
の
受

け
皿
と
し
て
、
各
地
域
に
お
け
る
農
業
組

織
の
育
成
・
支
援
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

□
方
向
性

　
農
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
に
対
処

す
る
た
め
、
後
継
者
や
新
規
就
農
者
の
育

成
・
確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
認
定
農

業
者
制
度
の
普
及
・
啓
発
を
行
い
、
農
業

協
同
組
合
な
ど
と
連
携
し
、
農
業
経
営
者

の
育
成
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
農
用

地
の
利
用
集
積
に
よ
る
有
効
利
用
を
行
う

た
め
、農
業
組
織
の
育
成
を
支
援
し
ま
す
。

■
施
策
２
　
農
業
経
営
の
安
定
化

【
目
指
す
姿
】

　
農
用
地
の
利
用
集
積
が
図
ら
れ
効
率
的

か
つ
安
定
的
な
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い

る
町

□
現
況
と
課
題

　
農
業
用
用
排
水
路
な
ど
の
経
年
的
な
劣

化
に
と
も
な
う
補
修
や
整
備
を
行
い
、
維

持
管
理
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
未
整
備
用
排

水
路
の
整
備
を
計
画
的
に
行
い
、
生
産
効

率
の
高
い
 圃
  場
 に
す
る
こ
と
で
、
農
用
地

ほ
 
じ
ょ
う

の
利
用
集
積
の
推
進
に
繋
げ
、
規
模
拡
大

に
よ
る
安
定
的
な
農
業
経
営
の
確
立
を

図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

主
要
施
策
３

　
　
　
農
業
の
振
興
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□
方
向
性

　
生
産
基
盤
で
あ
る
農
業
用
用
排
水
路
な

ど
の
経
年
的
な
劣
化
に
と
も
な
う
補
修
や

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
整
備
を
計
画
的
に

進
め
、
生
産
効
率
を
高
め
る
と
と
も
に
、

農
業
協
同
組
合
等
と
連
携
し
、
農
用
地
の

利
用
集
積
の
割
合
が
高
ま
る
よ
う
に
努
め

ま
す
。
ま
た
、
安
全
・
安
心
で
高
品
質
な

ブ
ラ
ン
ド
力
の
あ
る
農
産
物
の
産
地
づ
く

り
を
進
め
、
地
産
地
消
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

■
施
策
１
　
働
き
や
す
い
環
境
の
充
実

【
目
指
す
姿
】

　
雇
用
が
安
定
的
に
確
保
さ
れ
若
者
か
ら

高
齢
者
ま
で
働
く
人
全
て
が
安
心
し
て
働

け
る
環
境
が
充
実
し
た
町

□
現
況
と
課
題

　
フ
リ
ー
タ
ー
や
ニ
ー
ト
な
ど
の
職
業
観

の
変
化
や
非
正
規
雇
用
の
増
加
、
高
齢
者

な
ど
の
就
業
意
欲
が
高
ま
る
中
、
就
業
機

会
の
拡
大
に
つ
な
が
る
勤
労
者
の
職
業
能

力
の
開
発
や
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て
働
け

る
職
場
環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
必
要
が

あ
り
ま
す
。

□
方
向
性

　
働
く
人
々
が
意
欲
に
あ
ふ
れ
、
能
力
を

存
分
に
発
揮
す
る
と
と
も
に
、
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、
雇
用
の
安

定
化
、
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
整
備
を

推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
雇
用
形
態
の
多
様

化
に
対
応
し
た
適
正
な
労
働
条
件
に
つ
い

て
、
事
業
主
へ
の
啓
発
な
ど
に
努
め
ま

す
。

■
施
策
１
　
観
光
の
振
興

【
目
指
す
姿
】

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
、
町
外
か
ら
多
く
の

お
客
様
が
訪
れ
行
き
か
い
、
楽
し
く
賑
わ

う
町

□
現
況
と
課
題

　
魅
力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
に
向
け
て
、

観
光
協
会
な
ど
と
連
携
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
の

食
と
文
化
に
関
す
る
観
光
資
源
を
有
効
に

活
用
し
た
観
光
商
品
の
開
発
に
取
り
組
む

必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
メ
デ
ィ
ア

を
有
効
活
用
す
る
な
ど
、
効
果
的
な
情
報

発
信
に
よ
る
観
光
客
の
増
加
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

□
方
向
性

　
ブ
ラ
ジ
ル
の
食
と
文
化
に
関
す
る
観
光

資
源
を
有
効
活
用
す
る
と
と
も
に
、
観
光

ニ
ー
ズ
を
適
切
に
把
握
す
る
こ
と
で
、
魅

力
あ
る
観
光
地
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
観
光
協
会
な
ど
と
連
携
を
図
り
、

メ
デ
ィ
ア
を
有
効
活
用
し
、
観
光
振
興
と

な
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
を
支
援
し
ま

す
。

主
要
施
策
４

　
勤
労
者
行
政
の
推
進

主
要
施
策
５

　
　
　
観
光
の
振
興
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町
で
は
、が
ん
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
を
目
的
に
、
保
健
福

祉
ま
つ
り
に
併
設
し
て
、
大
腸

が
ん
検
診
と
前
立
腺
が
ん
検
診

を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
だ
受
け
て
い
な
い
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
大
腸
が
ん
検
診
、
前

立
腺
が
ん
検
診
と
も
に
、
今
年

度
す
で
に
受
診
が
済
ん
で
い
る

人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

□
期
日
　
　
月
　
日
掌

１１

２２

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　

１０

１１

３０

分

□
場
所
　
文
化
む
ら
展
示
ホ
ー

ル
棟
（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

【
大
腸
が
ん
検
診
】

□
検
査
内
容
　
便
潜
血
反
応
検

査
（
２
日
分
の
便
を
持
参
す

る
検
査
で
す
）

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
人

４０

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課

へ
直
接
ま
た
は
電
話
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w

w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）

か
ら
申
し
込
む
（
申
し
込
ま

れ
た
人
に
は
、
事
前
に
容
器

を
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
２

日
分
の
便
を
採
取
し
、
検
診

当
日
提
出
し
て
く
だ
さ
い
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
晶

１１

１３

【
前
立
腺
が
ん
検
診
】

□
検
査
内
容
　
血
液
検
査
（
血

液
中
の
Ｐ
Ｓ
Ａ
の
数
値
を
検

査
し
ま
す
）

□
対
象
　
　
歳
以
上
の
男
性

５０

□
申
込
方
法
　
事
前
の
申
込
は

不
要
で
す
。
当
日
直
接
会
場

へ
お
越
し
く
だ
さ
い

【
共
通
事
項
】

□
費
用
　
各
検
診
５
０
０
円

（
年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
お
支

払
い
い
た
だ
き
ま
す
。
生
活

保
護
世
帯
、
平
成
　
年
度
市

２７

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

は
事
前
に
申
請
す
る
こ
と

で
、費
用
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
月
　
日
晶
ま
で
に
、
本
人

１１

２０

ま
た
は
そ
の
世
帯
の
人
が
、

健
康
づ
く
り
課
へ
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
申
請
に
は
印
鑑

と
身
分
証
明
が
必
要
で
す
）

※
大
腸
が
ん
検
診
無
料
ク
ー
ポ

ン
券
の
対
象
者
は
無
料
で
大
腸

が
ん
検
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
の

で
、
当
日
大
腸
が
ん
検
診
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
を
ご
持
参
く
だ
さ

い
。
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く
り

課
へ
。

　
大
腸
が
ん
検
診
・
前
立
腺
が
ん
検
診

健
康
づ
く
り
課
　
緯
　
・
２
６
３
２

５５

【
第
５
回
環
境
フ
ェ
ア
ー
】

　
町
で
は
、「
こ
の
素
晴
ら
し
い

自
然
環
境
を
次
世
代
に
残
そ

う
」
を
テ
ー
マ
に
第
５
回
環
境

フ
ェ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
ご
み
の
減
量
化
や

地
域
美
化
活
動
の
紹
介
、
地
球

温
暖
化
防
止
に
関
す
る
取
り
組

み
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ー
ナ
ー

を
用
意
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
被
災
地
支
援
を
目
的

と
し
た
物
産
販
売
や
リ
サ
イ
ク

ル
自
転
車
が
当
た
る
抽
選
な
ど

も
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
展
示
内
容
は
都
合
に

よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
１
日
掌

１１

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
２

１０

時
□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館

（
吉
田
２
０
１
１
の
１
）

□
主
な
出
展
内
容

・
茨
城
県
北
茨
城
市
の
物
産
販

売

・
ポ
イ
捨
て
防
止
ポ
ス
タ
ー
の

展
示
・
表
彰
式

・
緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

の
展
示
・
表
彰
式

・
汚
水
処
理
に
つ
い
て
の
講
演

会
・
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
㈱
コ
ー
ナ
ー

・
富
士
重
工
業
㈱
コ
ー
ナ
ー

・
電
機
商
業
組
合
コ
ー
ナ
ー

　
環
境
フ
ェ
ア
ー
／
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦

環
境
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
３
２
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・
緑
の
募
金
活
動
コ
ー
ナ
ー

　
（
緑
豊
か
な
地
域
づ
く
り
事
業
）

・
耐
震
診
断
相
談
コ
ー
ナ
ー

・
古
着
・
古
布
回
収
コ
ー
ナ
ー

・
小
型
家
電
回
収
コ
ー
ナ
ー

・
お
も
ち
ゃ
の
回
収
コ
ー
ナ
ー

な
ど

【
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
】

　
町
内
６
か
所
の
ス
タ
ー
ト
地

点
か
ら
、
ご
み
を
拾
い
な
が
ら

ゴ
ー
ル
地
点
で
あ
る
青
少
年
広

場
を
目
指
す
町
内
ク
リ
ー
ン
大

作
戦
を
同
日
開
催
し
ま
す
。

　
ご
み
拾
い
終
了
後
、
青
少
年

広
場
で
環
境
フ
ェ
ア
ー
の
開
会

式
を
行
い
ま
す
。

　
ご
み
の
な
い
き
れ
い
な
町
に

す
る
た
め
に
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
１
日
掌

１１

□
時
間
　
午
前
９
時
～

□
集
合
（
出
発
）
場
所
　
次
の

い
ず
れ
か
の
場
所

・
西
児
童
館
駐
車
場

・
城
之
内
公
園
東
側
駐
車
場

・
文
化
む
ら
北
側
駐
車
場

・
仙
石
森
ノ
前
公
園
東
側
駐
車

場
・
南
公
園
東
側
駐
車
場

・
間
之
原
集
会
所
（
間
之
原
地

蔵
尊
）

□
町
内
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
の
流

れ
①
出
発
地
点
の
選
択
　
６
か
所

の
集
合
場
所
か
ら
、
出
発
す

る
場
所
を
選
び
ま
す

②
集
合
　
当
日
の
午
前
９
時
に

出
発
す
る
の
で
、
時
間
に
遅

れ
な
い
よ
う
に
集
合
し
て
く

だ
さ
い
（
ご
み
袋
・
軍
手
は

出
発
地
点
に
用
意
し
て
あ
り

ま
す
）

③
ご
み
拾
い
　
出
発
後
、
ご
み

拾
い
を
行
い
な
が
ら
午
前
　１０

時
ま
で
に
青
少
年
広
場
へ
集

合
し
、
指
定
さ
れ
た
場
所
に

ご
み
を
置
い
て
く
だ
さ
い

※
雨
天
（
小
雨
含
む
）
の
場
合

は
中
止
と
な
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
環
境
課
へ
。

　緑化推進事業の一環とし

て、環境フェアーにおいて

緑の募金に協力していただ

いた人先着１５０人に、緑化

苗木を配布します。

□期日　１１月１日掌（第５

回環境フェアー内）

□時間　午前１０時３０分～

午後２時３０分（ただし、苗

木が終わりしだい終了）

□場所　町公民館南別館（吉田２０１１－１）

□配布苗木　ウンシュウミカン１５０本

□対象　当日、募金をしていただいた人

※詳しくは、都市整備課（内線２０９）へ。

ウンシュウミカンの
苗木を配布します

　町では、人権意識の向上と差別の解消に向け、町ぐ

るみ人権教育推進大会を開催します。

□期日　１１月１２日昭

□時間　午後１時３０分～

□場所　文化むら大ホール棟

大ホール（朝日５－２４－１）

□内容

・町内３中学校代表生徒によ

る人権作文の発表

・町内小中学校児童生徒人権

啓発作品展示（展示コー

ナー）

・講演会（ファインダー越し

に見た命の現場　戦場から

のメッセージをあなたに）

□講師　渡部陽一氏（戦場カメラマン・ジャーナリスト）

□定員　２００人（定員になりしだい締め切り）

□申込方法　生涯学習課へ直接または電話、ＦＡＸ

（６３・３９２１）、町ホームページ（http://www.town.oizumi.

　gunma.jp/）から申し込む。ＦＡＸで申し込む場合は、

名前、電話番号を明記する

□費用　無料

※大会内容については、手話通訳があります。詳しく

は、生涯学習課（内線３０５）へ。

町町町町町町町町町町ぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐるるるるるるるるるるみみみみみみみみみみ人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進大大大大大大大大大大町ぐるみ人権教育推進大会会会会会会会会会会会

 渡部  陽一 氏
わ た な べ  よ う い ち

昨年の町内クリーン大作戦の様子

昨年の様子

緑豊かな地域づくり事業
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【
住
居
表
示
区
域
内
に
建
物
を

新
築
・
改
築
し
た
と
き
は
住
居

表
示
の
届
け
出
が
必
要
で
す
】

　
住
居
表
示
区
域
内
に
建
築
物

を
新
築
・
改
築
し
た
場
合
は
、

住
居
新
築
届
が
必
要
で
す
。
こ

の
届
け
出
に
よ
り
住
居
番
号
を

付
番
し
ま
す
。
届
け
出
が
お
済

み
で
な
い
場
合
は
、
住
所
が
付

番
さ
れ
て
い
な
い
た
め
転
入
や

転
居
の
手
続
き
が
で
き
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　
対
象
と
な
る
建
築
物
は
、
住

宅
、
ア
パ
ー
ト
、
店
舗
、
事
務

所
、
工
場
な
ど
郵
便
物
が
配
達

さ
れ
る
建
物
で
、
建
物
が
建
っ

て
い
な
い
と
番
号
は
つ
き
ま
せ

ん
。
既
に
番
号
が
設
定
さ
れ
て

い
る
建
物
を
建
て
替
え
す
る
場

合
に
つ
い
て
も
、
出
入
口
の
位

置
が
以
前
の
建
物
と
変
わ
っ
て

い
る
場
合
な
ど
は
、
番
号
が
変

わ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

□
届
け
出
に
必
要
な
物

・
住
居
新
築
届

・
建
築
確
認
済
証
の
写
し

・
位
置
図
（
建
物
所
在
地
の
地

図
）
の
写
し

・
配
置
図
（
敷
地
内
で
建
物
の

位
置
と
接
す
る
公
道
と
建
物

の
玄
関
と
の
位
置
関
係
が
わ

か
る
も
の
）
の
写
し

・
１
階
平
面
図
（
寸
法
が
入
っ

た
も
の
）
の
写
し

□
住
居
表
示
を
実
施
し
て
い
る

区
域

・
富
士
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

・
西
小
泉
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

・
中
央
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

・
朝
日
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

・
東
小
泉
一
丁
目
か
ら
三
丁
目

・
城
之
内
一
丁
目
か
ら
五
丁
目

・
北
小
泉
一
丁
目
か
ら
四
丁
目

・
い
ず
み
一
丁
目
か
ら
二
丁
目

・
坂
田
一
丁
目
か
ら
七
丁
目

・
仙
石
一
丁
目
か
ら
四
丁
目

・
住
吉

・
日
の
出

・
丘
山

※
詳
し
く
は
、
住
民
課
へ
。

　
住
居
表
示
区
域
内
の
新
築
・
改
築

　
住
居
表
示
の
届
け
出
が
必
要
で
す

住
民
課
　
　
　
　
　
　
内
線
１
２
５

　
町
内
の
保
育
園
お
よ
び
認
定

こ
ど
も
園
で
は
、
平
成
　
年
度

２８

４
月
入
園
児
童
（
２
号
、
３
号
）

を
募
集
し
ま
す
。

　
な
お
、
認
定
こ
ど
も
園
へ
２

号
、
３
号
認
定
以
外
（
１
号
認

定
）で
入
園
を
希
望
す
る
人
は
、

入
園
希
望
園
へ
直
接
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
２
号
認
定
、
３
号
認
定

・
２
号
認
定
…
満
３
歳
以
上

で
、「
保
育
の
必
要
な
事
由
」

に
該
当
し
、
か
つ
保
育
を
希

望
す
る

・
３
号
認
定
…
満
３
歳
未
満

で
、「
保
育
の
必
要
な
事
由
」

に
該
当
し
、
か
つ
保
育
を
希

望
す
る

□
町
内
の
保
育
園
　
南
保
育

園
、
北
保
育
園
、
西
保
育
園
、

み
よ
し
保
育
園
、
坂
田
保
育

園
、
エ
ン
ゼ
ル
保
育
園

□
町
内
の
認
定
こ
ど
も
園
　
松

原
幼
稚
園
、
え
の
き
こ
ど
も

園
、
み
よ
し
第
二
幼
稚
園

□
入
園
資
格
　
保
護
者
が
町
内

に
住
所
を
有
し
、
現
在
２
号

ま
た
は
３
号
の
認
定
を
受
け

て
い
る
、
も
し
く
は
平
成
　２８

年
４
月
１
日
ま
で
に
受
け
る

予
定
の
児
童
で
あ
る
こ
と

□
保
育
の
必
要
な
事
由

・
家
庭
内
外
で
仕
事
を
し
て
い

る
・
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が

な
い

・
長
期
間
、
病
気
や
ケ
ガ
ま
た

は
心
身
に
障
害
を
有
し
て
い

る
・
長
期
間
、
病
気
や
心
身
に
障

害
の
あ
る
同
居
の
親
族
を
常

時
介
護
、
看
護
し
て
い
る

・
家
庭
に
災
害
が
あ
り
、
復
旧

に
あ
た
っ
て
い
る

　
平
成
　
年
度

　
保
育
園
・
認
定
こ
ど
も
園
の
園
児
の
募
集

２８

子
育
て
支
援
課
　
緯
　
・
２
６
３
１

５５
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【納期を守りましょう！】

　「町税」は、町民の皆さんが健康で豊かな暮らし

ができるように、福祉の充実、教育・子育て支援、

健康づくり、道路・公園などの環境整備など町が

行う住民サービスの財源となるものです。納期内

の納税にご理解とご協力をお願いします。

※詳しくは、収納課（内線１５４）へ。

納期限税目

１１月２日捷

３期

４期

４期

４期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１１月３０日捷

３期

５期

５期

５期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

１２月２５日晶

４期

６期

６期

６期

固定資産税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

平成２８年

２月１日捷

４期

７期

７期

７期

町県民税

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

２月２９日捷

８期

８期

８期

国民健康保険税

介護保険料

後期高齢者医療保険料

税金など納期一覧表

平成２７年度下半期

　１０月から、皆さんの住民票の住所にマイナン

バー（個人番号）の通知を簡易書留でお届けして

います。

　全国的な送付となるため、町では、１１月中旬ご

ろからお届けできる予定です。１１月中には全世帯

への送付が完了する予定ですが、通知が届かない

という人は住民課までお問い合わせください。

※詳しくは、住民課（内線１２３）へ。

大泉町のマイナンバー（個人番号）

の通知は、１１月になります！

・
求
職
活
動
を
し
て
い
る

・
就
学
し
て
い
る

・
虐
待
や
Ｄ
Ｖ
の
お
そ
れ
が
あ

る
・
そ
の
他
、
前
記
に
類
す
る
状

態
と
し
て
町
が
認
め
る
場
合

□
対
象

・
各
保
育
園
…
０
歳
児
か
ら
就

学
前
の
児
童

・
松
原
幼
稚
園
…
平
成
　
年
４

２８

月
１
日
時
点
で
満
３
歳
以
上

就
学
前
の
児
童

・
え
の
き
こ
ど
も
園
…
平
成
　２８

年
４
月
１
日
時
点
で
満
１
歳

以
上
就
学
前
の
児
童

・
み
よ
し
第
二
幼
稚
園
…
平
成

　
年
４
月
１
日
時
点
で
満
２

２８歳
以
上
就
学
前
の
児
童

□
申
込
方
法
　
所
定
の
支
給
認

定
申
請
書
、
就
労
証
明
書
、

そ
の
他
必
要
書
類
と
併
せ
て

子
育
て
支
援
課
へ
提
出
す
る

（
家
庭
の
状
況
に
よ
っ
て
提

出
書
類
が
異
な
り
ま
す
）

□
申
込
書
な
ど
の
配
布
開
始
日

　
　
月
　
日
昇

１０

１３

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
捷
～

１０

２６

　
月
　
日
晶
（
土
・
日
曜
日
、

１１

２０

祝
日
を
除
く
）

□
保
育
料
（
利
用
者
負
担
額
）

に
つ
い
て
　
毎
月
の
保
育
料

は
、
児
童
の
父
母
の
市
区
町

村
民
税
額
の
合
計
額
に
応
じ

て
町
が
算
定
し
ま
す
。
た
だ

し
、
父
母
以
外
の
扶
養
義
務

者
（
同
居
の
祖
父
母
な
ど
）

が
家
計
の
主
宰
者
（
同
居
の

扶
養
義
務
者
の
な
か
で
、
最

多
収
入
で
あ
る
人
）
と
認
め

ら
れ
る
場
合
は
、
家
計
の
主

宰
者
の
市
区
町
村
民
税
額
を

合
算
し
て
算
定
し
ま
す
。
２

号
、
３
号
児
童
の
料
金
表
に

つ
い
て
、
詳
し
く
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow

n
.oizu
m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
子
育
て
支

援
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い

□
保
育
料
の
納
入
先
　
入
園
施

設
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す

・
町
内
保
育
園
お
よ
び
町
外
私

立
保
育
園
…
町
へ
納
入

・
認
定
こ
ど
も
園
…
各
施
設
へ

納
入

・
町
外
公
立
保
育
園
…
各
施
設

の
所
在
市
町
村
へ
納
入

※
な
お
、
保
育
料
以
外
に
、
教

材
費
や
バ
ス
代
な
ど
、
各
施
設

で
必
要
な
費
用
を
納
入
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
細
に

つ
い
て
は
各
施
設
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

子
育
て
支
援
課
へ
。
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ん
な
で
食
べ
ま
し
ょ
う
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

２５

（水）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
午
後

３０

０
時
　
分
（
予
定
）

３０

□
場
所
　
南
保
育
園
（
仙
石
１
の

６
の
　
）
１８

□
内
容
　
親
子
で
の
う
ど
ん
作

り
、
園
児
と
の
リ
ズ
ム
や
ふ
れ

あ
い
遊
び

□
対
象
　
町
内
在
住
の
１
～
５
歳

児
ま
で
の
親
子

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

４０

だ
い
締
め
切
り
）

□
費
用
　
１
人
２
０
０
円

【
北
保
育
園
・
給
食
レ
ス
ト
ラ
ン
】

　
親
子
で
、
保
育
園
の
お
い
し
い

給
食
を
食
べ
に
来
ま
せ
ん
か
。

　
広
い
保
育
園
で
遊
ん
で
、
お
腹

が
減
っ
た
ら
お
い
し
い
給
食
が

待
っ
て
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１７

（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
０
時

１０

　
分
（
予
定
）

３０
□
場
所
　
北
保
育
園
（
上
小
泉
１

０
１
４
の
１
）

□
内
容
　
リ
ズ
ム
、
園
庭
遊
び
、

給
食

□
対
象
　
町
内
在
住
の
１
～
５
歳

児
ま
で
の
親
子

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

４０

だ
い
締
め
切
り
）

□
費
用
　
１
人
２
５
０
円

【
西
保
育
園
・
給
食
レ
ス
ト
ラ
ン
】

　
西
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ
り
、
お
い
し

い
給
食
を
食
べ
た
り
し
ま
せ
ん

か
。

　
子
ど
も
た
ち
み
ん
な
で
待
っ
て

い
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１２

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
０
時

１０

　
分
（
予
定
）

３０
□
場
所
　
西
保
育
園
（
古
氷
４
４

７
）

□
内
容
　
リ
ズ
ム
、園
庭
あ
そ
び
、

給
食

□
対
象
　
町
内
在
住
の
１
～
５
歳

児
ま
で
の
親
子
お
よ
び
保
育
園

近
隣
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
次

３０

第
締
め
切
り
）

□
費
用
　
１
人
２
５
０
円

【
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
を
実

施
】
　
町
と
県
で
は
、
都
市
計
画
や
交

通
計
画
な
ど
今
後
の
ま
ち
づ
く
り

の
基
礎
資
料
と
し
て
利
用
す
る
た

め
、
群
馬
県
、
栃
木
県
の
　
市
町

２２

村
を
対
象
に
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ
プ

調
査
を
行
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、皆
さ
ん
が
日
頃

の
生
活
の
中
で「
い
つ
」「
ど
こ
に
」

「
ど
ん
な
目
的
で
」「
ど
の
よ
う
な

交
通
手
段
で
」移
動
し
た
か
な
ど

「
人
の
一
日
の
動
き
」を
調
べ
る
も

の
で
す
。

　
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
世
帯
を

対
象
に
　
月
下
旬
か
ら
　
月
中
旬

１０

１１

に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
が
郵
送
さ

れ
ま
す
の
で
、
届
い
た
際
に
は
、

調
査
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
詳
し
く
は
、
パ
ー
ソ
ン
ト
リ
ッ

プ
調
査
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
緯

０
１
２
０
・
７
０
２
・
２
０
５
）、県

都
市
計
画
課
（
緯
０
２
７
・
２
２

６
・
３
６
５
４
）、
ま
た
は
都
市
整

備
課
（
内
線
２
０
７
）
へ
。

【
南
保
育
園
・
つ
く
っ
て
食
べ
よ

う
】
　
保
育
園
の
子
ど
も
た
ち
と
い
っ

し
ょ
に
う
ど
ん
作
り
を
し
て
、
み

Inform
ation O

izum
i

く
ら
し

情
報
情
報

の

【町内の放射線量の測定結果】

　平成２７年４月より測定値が安定傾向にあることから、

測定頻度を２か月に１回（偶数月）、測定地点を２７地点

として測定を実施しています。

　今後も調査を継続し、結果は随時広報おおいずみや町

ホームページにてお知らせします。町ホームページをご

覧になれない人には環境課で測定結果を配布しています

ので、ご利用ください。

※詳細は、町ホームページをご覧ください。

【水道水の安全性】

　９月１日、１４日に町内２か所の浄配水場と、９月２４日

に東部地域水道事務所（千代田町）で放射性物質の検査

を行った結果、それぞれ放射性物質は検出されず、飲用

に支障がないことが確認されています。

【被災者への支援（９月３０日現在）】

□義援金総額　１,７５９万４,６７４円

□平成２７年台風第１８号等大雨災害義援金　２万円

東日本大震災関連情報

あ
な
た
の
１
日
の「
動
き
」

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

都
市
整
備
課

町
立
保
育
園
の
イ
ベ
ン
ト

各
保
育
園

昨年の給食レストランの様子
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【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
各
保
育
園
に
直

接
、
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
各
保
育
園
へ
。

・
南
保
育
園
…
緯
　
・
２
０
３
３

６２

・
北
保
育
園
…
緯
　
・
２
４
９
８

６２

・
西
保
育
園
…
緯
　
・
６
０
２
０

６２

　
北
児
童
館
の
耐
震
補
強
工
事
が

終
了
し
、　

月
　
日
　
か
ら
自
由

１０

１３

（火）

来
館
で
の
利
用
を
再
開
し
ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

※
詳
し
く
は
、子
育
て
支
援
課（
緯

　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５

　
対
象
の
記
載
の
な
い
行
事
は
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

■
東
児
童
館

【
お
楽
し
み
会
】

　
歌
や
ダ
ン
ス
を
観
た
り
、
パ

タ
ー
ゴ
ル
フ
や
輪
投
げ
な
ど
で
触

れ
合
い
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
と

い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

当
日
は
地
域
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
お
招
き
し
ま

す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１４

（土）

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
内
容
　
学
童
の
子
ど
も
た
ち
の

出
し
物
。
子
ど
も
た
ち
と
触
れ

合
い
な
が
ら
ゲ
ー
ム
を
し
ま
す

■
西
児
童
館

【
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
】

　「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
！
」

と
言
っ
て
児
童
館
か
ら
、
近
所
を

回
り
お
菓
子
を
ゲ
ッ
ト
し
ま
し
ょ

う
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２６

（月）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～

３０

□
内
容
　
み
ん
な
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
楽
し
も
う

□
対
象
　
小
学
生
と
就
学
前
の
子

ど
も
（
就
学
前
の
子
ど
も
は
保

護
者
同
伴
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

８０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
　
　
月
　
日
　
～

１０

１３

（火）

■
南
児
童
館

【
さ
つ
ま
い
も
掘
り
】

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２１

（水）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～

３０

□
持
ち
物
　
軍
手
・
タ
オ
ル

■
北
児
童
館

【
ハ
ッ
ピ
ー
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
】

　
魔
女
や
お
ば
け
に
仮
装
し
て

「
ト
リ
ッ
ク
オ
ア
ト
リ
ー
ト
！
」と

言
っ
て
ご
近
所
を
回
る
と
お
菓
子

が
も
ら
え
ま
す
。
な
お
、
仮
装
の

衣
装
は
、
児
童
館
で
も
用
意
し
て

い
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２９

（木）

□
時
間
　
午
後
３
時
　
分
～
４
時

３０

　
分
３０

□
内
容
　
み
ん
な
で
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

□
対
象
　
小
学
生
と
就
学
前
の
子

ど
も
（
就
学
前
の
子
ど
も
は
保

護
者
同
伴
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

８０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
　
　
月
　
日
　
～

１０

１９

（月）

※
詳
し
く
は
、
各
児
童
館
へ

・
東
児
童
館
…
緯
　
・
０
１
３
３

６２

・
西
児
童
館
…
緯
　
・
４
６
８
９

６２

・
南
児
童
館
…
緯
　
・
１
７
２
１

６３

・
北
児
童
館
…
緯
　
・
３
８
２
０

６３

情報情報くらしの Information

□納期限　１１月２日捷

□今月の納期

・固定資産税　　　　　　　　　３期

・国民健康保険税　　　　　　　４期

・介護保険料　　　　　　　　　４期

・後期高齢者医療保険料　　　　４期

※口座の再振替で納付した場合、一定金額を

超えると延滞金がかかる場合がありますの

で、口座残高にご注意ください。

【延長窓口】

□期日　１０月１４日、２１日、２８日および１１

月４日、１１日、１８日の水曜日

□時間　午後７時１５分まで

□開設課　住民課・収納課

【土曜窓口】

□期日　１０月１０日、１７日、２４日、３１日およ

び１１月７日、１４日の土曜日

□時間　午前８時３０分～午後５時１５分

□開設課　住民課・収納課・水道課

※内容によっては受付ができないこともあり

ますので、事前にご確認ください。詳しくは、

各担当課へ。

今月の納期

前月対比９月末日現在の数

＋３６４１,１９７　人
人 口

(＋６４)(６,６０２　人)

＋５５２１,４８０　人
男

(＋６２)(３,５７２　人)

ー１９１９,７１７　人
女

(＋２)(３,０３０　人)

＋５１１８,３７８世帯
世帯数

(＋４７）(３,２５２世帯)

出  生　２６人　　死  亡　２８人

(　)内は外国人数・世帯数

先月の１１９番

時間外窓口

町の人口と世帯

平成２７年累計９月分

５（４）件０（０）件
△火 災 発 生

（　）内は建物火災

１,３６６,０００円
（調査中のものは除く）

０円△損 害 額

１,１４１件１１９件△救 急 出 動

１２４件９件 煙交 通 事 故

７７９件８７件 煙急 病

２３８件２３件 煙そ の 他
・火災の問い合わせ　緯０１８０・９９２・６６６

・病院の照会　　　　緯４５・７７９９

・大泉消防署　　　　緯６２・３１１９

・太田市消防本部　　緯３３・０１１９

児
童
館
に
集
ま
れ
！

各
児
童
館

北

児

童

館

耐

震

補

強

工

事

終

了

子
育
て
支
援
課
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乙
乙
乙
乙

【
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
研
修

会
】
　
町
で
は
、メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
キ
ル
ア
ッ
プ

研
修
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
５
日
昭

１１

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時

１０

１１

　
分
３０

□
内
容
　
あ
な
た
ら
し
く
い

き
る
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

通
し
て
こ
こ
ろ
を
磨
こ
う
～

□
講
師
　
小
此
木
久
美
子
氏

（
元
県
精
神
保
健
室
長
、元

県
生
活
文
化
部
長
、
在
宅

保
健
師
）

□
対
象
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
興
味

が
あ
る
人
、
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

精
神
障
害
者
を
支
え
る
家

族
、
希
望
者

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な

２５

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
晶

１０

３０

【
オ
ト
ナ
の
女
子
会
～
笑
顔

の
ワ
タ
シ
で
い
る
た
め
の
コ

コ
ロ
と
か
ら
だ
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
～
】

　
町
で
は
、
全
３
回
シ
リ
ー

ズ
で
更
年
期
に
心
身
の
不
調

健
康
づ
く
り
課
か

ら
の
お
知
ら
せ

　
大
泉
こ
こ
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

は
、「
子
ど
も
の
人
権
講
演
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
現
状

や
課
題
を
踏
ま
え
、
親
と
子
の
よ

り
良
い
関
わ
り
方
に
つ
い
て
考
え

ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

２８

（土）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
会
場
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

研
修
室（
吉
田
２
０
１
１
の
１
）

□
演
題
　
こ
ど
も
の
人
権
に
つ
い

て
□
講
師
　
齋
藤
ソ
ノ
子
氏
（
大
泉

保
育
福
祉
専
門
学
校
長
）

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

５０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
大
泉
こ
こ
ろ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
村
田
さ
ん
へ

電
話
、
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
（m

q

b
g
h9
5
0
@
ya
hoo.co.jp

）
で
申
し

込
む
。
な
お
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
の

申
し
込
み
の
際
に
は
、
タ
イ
ト

ル
を
「
講
演
会
申
込
」
と
し
、

参
加
希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、

性
別
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
入

力
す
る

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

２５

（水）

□
費
用
　
無
料

※
こ
の
事
業
は
、
平
成
　
年
度
元

２７

気
な
地
域
支
援
事
業
と
し
て
採
択

さ
れ
た
も
の
で
す
。
元
気
な
地
域

支
援
事
業
に
つ
い
て
詳
し
く
は
、

国
際
協
働
課
（
緯
　
・
３
７
０
０
）

５５

へ
。
詳
し
く
は
、
大
泉
こ
こ
ろ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
・
村
田
秀
和
さ

ん
（
緯
０
８
０
・
５
０
３
８
・
２

３
９
２
）
へ
。

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
歴
史
講

座
「
続
・
小
泉
城
と
冨
岡
氏
」
講

演
会
の
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
６
日
　

１２

（日）

□
時
間
　
午
後
２
時
～

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

研
修
室（
吉
田
２
０
１
１
の
１
）

□
講
師
　
峰
岸
純
夫
氏
（
東
京
都

立
大
学
名
誉
教
授
）

□
定
員
　
１
２
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
開
始
日
　
　
月
　
日
　
～

１０

２６

（月）

（
図
書
館
か
ら
申
し
込
む
場
合

は
、
蔵
書
点
検
の
た
め
　
月
　

１０

２９

日
　
か
ら
受
付
開
始
と
な
り
ま

（木）
す
）

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館（
緯
　
・
６２

２
３
３
０
）、ま
た
は
図
書
館
に

直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
図
書
館
（
緯
　
・
６３

６
３
９
９
）
へ
。

　
富
士
重
工
業
㈱
群
馬
製
作
所
で

は
、
今
年
も
ス
バ
ル
感
謝
祭
を
開

催
し
ま
す
。

　
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く

さ
ん
で
す
の
で
、
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
１
日
　

１１

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
２
時

（
雨
天
決
行
）

□
場
所
　
富
士
重
工
業
㈱
群
馬
製

作
所
矢
島
工
場
敷
地
内
（
太
田

市
庄
屋
町
１
の
１
）

□
内
容
　
キ
ッ
ズ
メ
カ
ニ
ッ
ク

（
作
業
体
験
）、交
通
安
全
体
験
、

特
設
ス
テ
ー
ジ
、
工
場
見
学
、

ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
見
学
、
体

育
文
化
会
専
門
ブ
ー
ス
、
ア
イ

サ
イ
ト
試
乗
会
、
模
擬
店
、
抽

選
会
　
な
ど

□
対
象
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き

ま
す

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
富
士
重
工
業
㈱
群

馬
製
作
所
（
緯
　
・
２
０
５
３
）

２６

へ
。

　
町
内
外
の
菊
花
愛
好
者
が
丹
精

込
め
て
慈
し
み
育
て
た
数
々
の
名

花
が
今
年
も
花
開
き
ま
す
。

□
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　
月
８

１０

２７

（火）

１１

日
　（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
（
朝
日
４

の
７
の
１
）

□
販
売

・
小
菊
、
草
花
…
大
会
期
間
中

・
だ
る
ま
、
福
助
、
切
花
…
　
月
１１

３
日
　
　
午
後
以
降

（火）

※
詳
し
く
は
、
町
菊
花
会
・
井
達

立
司
さ
ん
（
緯
　
・
０
２
１
５
）

６３

へ
。

２
０
１
５
ス
バ
ル
感
謝
祭

富
士
重
工
業
㈱
群
馬
製
作
所

子
ど
も
の
人
権
講
演
会

大
泉
こ
こ
ろ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

村
田
秀
和
さ
ん

歴
史
講
座
「
続
・
小
泉

城
と
冨
岡
氏
」
講
演
会

図
書
館

第
　

回
町
菊
花
大
会

４６町
菊
花
会
・
井
達
立
司
さ
ん
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乙
乙
乙
乙

が
あ
る
人
を
対
象
に
「
オ
ト

ナ
の
女
子
会
～
笑
顔
の
ワ
タ

シ
で
い
る
た
め
の
コ
コ
ロ
と

か
ら
だ
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
～
」

を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、

経
験
談
を
聴
い
た
り
、
同
じ

悩
み
を
も
つ
人
と
の
交
流
が

で
き
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
昌

１１

１８

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
内
容
　
先
輩
女
子
と
の
交

流
会

□
対
象
　
心
身
に
不
調
を
感

じ
る
　
～
　
代
の
女
性

４０

６０

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な

２０

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
昌

１１

１１

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー
２
階
研
修
室
２

（
吉
田
２
４
６
５
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り

課
へ
直
接
ま
た
は
電
話
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.oizum

i.g
unm
a
.jp

）

か
ら
申
し
込
む

□
費
用
　
無
料

※
次
回
の
オ
ト
ナ
の
女
子
会

は
、
平
成
　
年
１
月
　
日
昌

２８

２０

に
ミ
ニ
講
座
「
骨
の
健
康
と

女
性
ホ
ル
モ
ン
」
と
参
加
者

に
よ
る
情
報
交
換
の
予
定
で

す
。
詳
し
く
は
、
健
康
づ
く

り
課
（
緯
　
・
２
６
３
２
）

５５

へ
。

【
み
ん
な
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
つ
む

ぐ
日
本
ー
ブ
ラ
ジ
ル
１
２
０
年
写

真
展
ｄ
ｅ
大
泉
町
】

　
今
年
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
が
外

交
関
係
を
樹
立
し
て
か
ら
１
２

０
 年
と
な
る
の
を
記
念
し
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
で
は
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
の
絆

を
再
発
見
す
る
た
め
の
写
真
展
を

開
催
し
ま
す
。

　
日
本
や
ブ
ラ
ジ
ル
に
対
す
る
思

い
が
込
め
ら
れ
た
写
真
や
そ
こ
に

隠
さ
れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
を
紹

介
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　
～
　
月
８

１０

３１

（土）

１１

日
　
（
　
月
２
日
　
は
休
館
）

（日）

１１

（月）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
９
時

１０

（
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で
）

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
ラ
ウ
ン
ジ

（
朝
日
４
の
７
の
１
）

※
詳
し
く
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送

局
（
緯
０
２
７
・
２
５
１
・
１
７

１
１
）
へ
。

　
大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会
で
は
、
第

　
回
世
代
間
交
流
意
見
発
表
会
を

１１

開
催
し
ま
す
。

　
世
代
や
性
別
、
国
な
ど
を
越
え

て
相
互
に
理
解
し
、
明
る
く
豊
か

な
家
庭
や
平
和
な
社
会
を
築
く
機

会
と
し
て
、
年
齢
や
国
の
異
な
る

人
た
ち
が
、
貴
重
な
体
験
や
意
見

を
発
表
し
ま
す
。

　
発
表
テ
ー
マ
は
発
表
者
が
各

自
、
発
表
内
容
に
合
っ
た
テ
ー
マ

を
設
定
し
ま
す
。
ま
た
、
発
表
時

間
は
１
人
に
つ
き
、
５
分
か
ら
６

分
程
度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
希
望
者
は
、
当
日
、
直

接
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
３
日
　

１１

（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１１

４０

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

研
修
室
２
（
吉
田
２
０
１
１
の

１
）

□
発
表
者
　
中
学
生（
南
中
学
校
・

北
中
学
校
・
西
中
学
校
各
校
代

表
）、高
校
生（
大
泉
高
等
学
校
・

西
邑
楽
高
等
学
校
各
校
代
表
）、

成
人
、
高
齢
者
、
外
国
人
　
な

ど

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協

会
・
清
水
喜
義
さ
ん
（
緯
　
・
４

４５

６
６
０
）
へ
。

　
個
人
の
白
色
申
告
の
人
で
事
業

（
農
業
を
含
む
）や
不
動
産
貸
付
な

ど
を
行
う
す
べ
て
の
人
は
、
記
帳

と
帳
簿
書
類
の
保
存
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
こ
れ
に
伴
い
税
務
署
で

は
、
新
た
に
記
帳
を
行
う
人
や
記

帳
の
仕
方
が
わ
か
ら
な
い
人
の
た

め
に
、
記
帳
・
帳
簿
な
ど
の
保
存

制
度
の
概
要
や
記
帳
の
仕
方
な
ど

を
説
明
す
る
「
記
帳
説
明
会
」
を

実
施
し
ま
す
。

　
な
お
、
事
前
の
申
し
込
み
は
必

要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
都
合
の

よ
い
会
場
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

【
太
田
会
場
】

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２９

（木）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
太
田
商
工
会
議
所
中

ホ
ー
ル（
太
田
市
浜
町
３
の
６
）

【
館
林
会
場
】

□
期
日
　
　
月
４
日
　

１１

（水）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
館
林
税
務
署
３
階
会
議

室
（
館
林
市
仲
町
　
の
　
）

１１

１２

※
詳
し
く
は
、
館
林
税
務
署
個
人

課
税
第
一
部
門
（
緯
　
・
９
５
０

７２

７
）
へ
。

　
太
田
市
お
よ
び
東
毛
地
域
人
権

啓
発
活
動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会

で
は
、
主
催
事
業
で
あ
る
地
域
人

権
啓
発
活
動
活
性
化
事
業
の
一
環

と
し
て
「
山
口
　
香
講
演
会
」
を

開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１５

（日）

□
時
間
　
午
後
１
時
開
演
（
正
午

開
場
）

□
場
所
　
太
田
市
藪
塚
本
町
文
化

ホ
ー
ル
（
カ
ル
ト
ピ
ア
）（
太
田

市
大
原
町
５
０
５
の
２
）

□
演
題
　
強
さ
は
優
し
さ
　
柔
道

か
ら
学
ん
だ
事

□
講
師
　
山
口
　
香
氏
（
女
子
柔

道
メ
ダ
リ
ス
ト
、
筑
波
大
学
准

教
授
）

□
定
員
　
５
０
０
人
（
定
員
に
な

り
し
だ
い
締
め
切
り
）

□
整
理
券
配
布
場
所
　
大
泉
町
役

場
総
合
案
内
、
太
田
市
市
民
活

動
支
援
課
、
市
政
情
報
コ
ー

ナ
ー
、
太
田
市
内
の
各
行
政
セ
ン

タ
ー
、サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど

□
整
理
券
配
布
開
始
日
　
　
月
　

１０

１３

日
　（火）

□
費
用
　
無
料
（
入
場
に
は
整
理

券
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

忘
れ
ず
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

※
詳
し
く
は
、
太
田
市
市
民
活
動

支
援
課
人
権
擁
護
・
市
民
活
動
支

援
係
（
緯
　
・
１
９
１
２
）
へ
。

４７

日
本
ー
ブ
ラ
ジ
ル
１
２
０

年
写
真
展
d
e
大
泉
町

Ｎ
Ｈ
Ｋ
前
橋
放
送
局

白
色
申
告
者
に
対
す
る

記

帳

説

明

会

館
林
税
務
署
個
人
課
税
第
一
部
門

山

口
　

香

講

演

会

太
田
市
市
民
活
動
支
援
課

第
　
回
大
泉
町
世
代
間

１１
交

流

意

見

発

表

会

大
泉
ユ
ネ
ス
コ
協
会

清
水
喜
義
さ
ん
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町
教
育
委
員
会
で
は
、
Ｉ

Ｔ
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

【
パ
ソ
コ
ン
講
座
】

□
期
日
・
内
容

・
１
コ
ー
ス
…
　
月
　
日

１１

１７

昇
～
　
日
晶
　
は
じ
め
て

２０

の
パ
ソ
コ
ン
入
門

・
２
コ
ー
ス
…
　
月
１
日

１２

昇
～
４
日
晶
　
ワ
ー
ド
初

級
（
文
書
作
成
）

・
３
コ
ー
ス
…
　
月
８
日

１２

昇
～
　
日
晶
　
年
賀
状
作

１１

成
□
時
間
　
午
前
　
時
　
分
～

１０

３０

午
後
０
時
　
分
３０

□
場
所
　
い
ず
み
の
杜
２
階

会
議
室
（
朝
日
４
の
７
の

１
）

□
講
師
　
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
職
員

□
対
象
　
コ
ー
ス
期
間
の
全

日
程
受
講
可
能
な
町
内
在

住
・
在
勤
の
人

□
定
員
　
各
コ
ー
ス
　

人
１５

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
）

□
申
込
期
間
（
土
・
日
曜
日
、

祝
日
を
除
く
）

・
１
コ
ー
ス
…
　
月
　
日

１０

２１

昌
～
　
月
６
日
晶

１１

・
２
コ
ー
ス
…
　
月
　
日

１０

２１

昌
～
　
月
　
日
晶

１１

２０

Ｉ
Ｔ
講
習
会

　
町
民
謡
連
盟
で
は
、「
第
　
回
民

２８

謡
民
舞
発
表
会
」を
開
催
し
ま
す
。

　
山
形
県
民
謡
の
 花
  笠
 音
頭
を
は

は
な
 
が
さ

じ
め
、
全
国
各
地
方
の
民
謡
を
　３０

曲
発
表
予
定
で
す
。
ま
た
、
フ
ィ

ナ
ー
レ
に
は
大
泉
小
唄
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

２４

（土）

□
時
間
　
午
後
１
時
開
演
（
午
後

０
時
　
分
開
場
）

３０

□
場
所
　
文
化
む
ら
大
ホ
ー
ル
棟

大
ホ
ー
ル（
朝
日
５
の
　
の
１
）

２４

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
民
謡
連
盟
・
高

橋
勝
孔
さ
ん
（
緯
　
・
４
８
３
４
）

６２

へ
。

　
邑
の
映
画
会
実
行
委
員
会
で

は
、「
第
８
回
邑
の
映
画
会
」
を
開

催
し
ま
す
。
当
日
は
、
劇
映
画

「
埋
も
れ
木
」監
督
の
小
栗
康
平
氏

に
よ
る
講
演
会
「
自
分
の
夢
と
仲

良
く
し
よ
う
」
も
行
わ
れ
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
３
日
　

１１

（火）

□
時
間
　
午
後
０
時
　
分
開
演

１５

（
午
前
　
時
　
分
開
場
）、
午
後

１１

３０

４
時
　
分
終
演
予
定

１０

□
場
所
　
邑
楽
町
立
中
野
小
学
校

体
育
館
（
邑
楽
町
中
野
３
０
２

１
）

□
上
映
作
品

・
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
映
画
…「
 紅
葉
 

も
み
じ

 狩
 
が
り

」（
日
本
）、「
 瘤
  取
 り
」（
日

こ
ぶ
 
と

本
）、「
 村
祭
 」（
日
本
）、「
鳥
の

む
ら
ま
つ
り

誕
生
」（
日
本
）、「
木
を
植
え
た

男
」（
カ
ナ
ダ
）

・
劇
映
画
…
「
埋
も
れ
木
」（
日

本
）

□
費
用
　
大
人
１
０
０
０
円
（
当

日
１
２
０
０
円
）、
子
ど
も
（
高

校
生
以
下
）
３
０
０
円
、
乳
幼

児
は
無
料

※
詳
し
く
は
、
邑
の
映
画
会
実
行

委
員
会
会
長
・
加
藤
一
枝
さ
ん（
緯

　
・
０
０
１
０
）
へ
。

８９　
㈱
日
東
電
機
製
作
所
で
は
、

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
目
的
と
し
た
コ

ン
サ
ー
ト
を
開
催
し
ま
す
。

　
な
お
、
当
日
は
町
の
福
祉
に
役

立
て
る
た
め
に
、
家
で
使
わ
な
い

タ
オ
ル
や
せ
っ
け
ん
を
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１０

３１

（土）

□
時
間
　
午
後
６
時
　
分
開
演

３０

（
午
後
６
時
開
場
）

□
場
所
　
㈱
日
東
電
機
製
作
所

「
日
東
イ
ー
ツ
ー
」（
太
田
市
吉

沢
町
１
０
３
０
　
太
田
リ
サ
ー

チ
パ
ー
ク
内
）

□
内
容
　
Ａ
ｕ
ｒ
ａ
　
～
ク
ラ

シ
ッ
ク
・
ア
・
カ
ペ
ラ
で
生
ま

れ
変
わ
る
名
曲
た
ち
～

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
㈱
日
東
電
機
製
作

所
（
緯
　
・
５
２
０
０
）
へ
。

４０

　
県
最
低
賃
金
（
地
域
別
最
低
賃

金
）
は
、
時
間
額
７
２
１
円
か
ら

７
３
７
円
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　
最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金

に
は
、
臨
時
ま
た
は
１
月
を
こ
え

る
期
間
ご
と
に
支
払
わ
れ
る
賃

金
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働

の
割
増
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、
通

勤
手
当
お
よ
び
家
族
手
当
は
算
入

さ
れ
ま
せ
ん
。

　
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
の
事
業

場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ

の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、特
定
の
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

県
最
低
賃
金
よ
り
時
間
額
が
高
い

特
定
（
産
業
別
）
最
低
賃
金
が
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
群
馬
労
働
局
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://g

unm
a
-roud

o

ukyoku.jsite.m
hlw
.g
o.jp/

）
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、
群
馬
労
働
局
労

働
基
準
部
賃
金
室
（
緯
０
２
７
・

８
９
６
・
４
７
３
７
）
へ
。

　
県
で
は
、
不
正
軽
油
の
情
報
窓

口
と
し
て
、
不
正
軽
油
１
１
０
番

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
不
正
軽
油
と
は
、
軽
油
に
灯
油

や
重
油
を
混
ぜ
た
り
、
灯
油
や
重

油
を
そ
の
ま
ま
、
ま
た
は
混
ぜ
た

り
し
て
、
軽
油
と
称
し
て
販
売
・

使
用
さ
れ
る
燃
料
の
こ
と
で
す
。

悪
質
な
脱
税
行
為
で
あ
る
だ
け
で

な
く
、
製
造
や
使
用
に
よ
っ
て
土

壌
や
大
気
を
汚
染
す
る
な
ど
重
大

な
犯
罪
で
す
。

　「
ダ
ン
プ
や
ト
ラ
ッ
ク
に
灯
油

や
重
油
を
給
油
し
て
い
る
人
が
い

る
」「
安
い
燃
料
を
買
っ
た
ら
エ
ン

ジ
ン
の
調
子
が
悪
く
な
っ
た
」「
安

い
軽
油
の
売
り
込
み
が
あ
っ
た
」

な
ど
、
不
正
軽
油
を
製
造
・
販
売
・

使
用
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
情
報

が
あ
り
ま
し
た
ら
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

不
正
軽
油
の
情
報
を

お

寄

せ

く

だ

さ

い

前
橋
行
政
県
税
事
務
所

軽
油
広
域
調
査
係

第
８
回
邑
の
映
画
会

邑
の
映
画
会
実
行
委
員
会

加
藤
一
枝
さ
ん

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

㈱
日
東
電
機
製
作
所

第
　
回
民
謡
民
舞
発
表
会

２８
町
民
謡
連
盟
・
高
橋
勝
孔
さ
ん

県

の

最

低

賃

金

が

改

正

さ

れ

ま

し

た

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部

賃
金
室
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・
３
コ
ー
ス
…
　
月
　
日

１０

２１

昌
～
　
月
　
日
晶

１１

２７

□
費
用
　
２
０
０
０
円
（
資

料
代
含
む
）

【
タ
ブ
レ
ッ
ト
（
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
）

講
座
】

□
期
日
　
　
月
　
日
松

１１

２８

□
時
間

・
午
前
の
部
…
午
前
　
時
～

１０

正
午

・
午
後
の
部
…
午
後
１
時
　３０

分
～
３
時
　
分
３０

□
場
所
　
東
児
童
館
学
習
室

（
朝
日
３
の
６
の
１
）

□
内
容
　
は
じ
め
て
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
入
門（
午
前
の
部
・

午
後
の
部
と
も
に
内
容
は

同
一
）

□
講
師
　
オ
ー
ラ
イ
ネ
ッ
ト

の
皆
さ
ん

□
対
象
　
町
内
在
住
・
在
勤

の
人

□
定
員
　
各
コ
ー
ス
　

人
１０

（
定
員
に
な
り
し
だ
い
締

め
切
り
）

□
申
込
期
間
　
　
月
　

日

１０

２１

昌
～
　
月
　
日
晶
（
土
・

１１

１３

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

□
費
用
　
１
０
０
円

【
共
通
事
項
】

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課

へ
直
接
、
費
用
を
添
え
て

申
し
込
む

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課

（
内
線
３
０
６
）
へ
。

※
詳
し
く
は
、
前
橋
行
政
県
税
事

務
所
軽
油
広
域
調
査
係
（
緯
０
２

７
・
２
３
１
・
２
８
０
１
）
へ
。

　
町
で
は
、
町
立
保
育
園
の
給
食

調
理
補
助
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
、
大
泉
町
臨
時
職

員
雇
用
候
補
者
登
録
申
込
書
兼
登

録
票
に
て
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

□
資
格
　
次
の
要
件
を
満
た
す
人

・
本
町
お
よ
び
近
隣
市
町
村
に
在

住
の
人

・
登
録
申
込
日
現
在
、
満
　
歳
以

１８

上
の
人

・
職
務
遂
行
上
支
障
を
き
た
さ
な

い
良
好
な
健
康
状
態
を
有
し
て

い
る
人

□
募
集
人
数
　
若
干
人

□
勤
務
時
間
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

午
後
２
時
　
分
（
相
談
に
応
じ

３０

ま
す
）

□
申
込
方
法
　
大
泉
町
臨
時
職
員

雇
用
候
補
者
登
録
申
込
書
兼
登

録
票
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
総
務
課
ま
た
は
子
育
て
支

援
課
へ
提
出
す
る

※
大
泉
町
臨
時
職
員
雇
用
候
補
者

登
録
申
込
書
兼
登
録
票
は
総
務

課
、
子
育
て
支
援
課
で
配
布
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
u

nm
a
.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
、
子
育
て

支
援
課
（
緯
　
・
２
６
３
１
）
へ
。

５５

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
子
ど
も

お
も
し
ろ
創
造
塾
「
バ
ウ
ム
ク
ー

ヘ
ン
を
つ
く
っ
て
食
べ
よ
う
」
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１５

（日）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
青
少
年
広
場
（
吉
田
２

４
６
５
　
雨
天
時
は
町
公
民
館

実
習
室
）

□
内
容
　
野
外
で
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ

ン
を
焼
い
て
食
べ
ま
す

□
対
象
　
小
・
中
学
生
（
昨
年
度
、

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
を
つ
く
っ
て

食
べ
よ
う
に
参
加
し
た
人
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
間
　
　
月
　
日
　
～
　

１０

２８

（水）

１１

月
６
日
　
（
土
・
日
曜
日
、
祝

（金）

日
を
除
く
）

□
申
込
方
法
　
生
涯
学
習
課
へ
直

接
、
費
用
を
添
え
て
申
し
込
む

□
持
参
す
る
物
　
筆
記
用
具
、
軍

手
、
上
履
き

□
費
用
　
２
０
０
円
（
材
料
費
な

ど
）

※
詳
し
く
は
、
生
涯
学
習
課
（
内

線
３
０
６
）
へ
。

給
食
調
理
補
助
職
員

子
育
て
支
援
課

刈

侃

瓦

冠

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅苅

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾
乾

　年をとっても、

いつまでも自分ら

しく楽しい暮らし

を送りたい。その

ためには、健康で

丈夫な体が不可欠です。

　「シニアいきいき運動塾」は、高齢

者を対象に、いつまでも若々しく元

気でいられるための運動教室です。

　日頃、運動不足を感じている人は、

ぜひご参加ください。

□期日　１１月１２日昭、２６日昭、１２

月１０日昭

□時間　午後１時３０分～３時３０分

□場所　保健福祉総合センター（吉

田２４６５）

□内容　膝や腰など関節痛の緩和に

効果的なシニア世代向けのスト

レッチ

□講師　駒崎　優氏（ヘルスケアト

レーナー）

□対象　町内在住で６５歳以上の人

（ただし、運動制限のない人に限り

ます）

□定員　２０人（定員になりしだい締

め切り）

□申込方法　国保介護課に直接また

は電話、町ホームページ（http://w

　ww.town.oizumi.gunma.jp/）から申

し込む

□申込期限　１１月１０日昇

□持参する物　筆記用具、運動ので

きる服装、上履き（運動靴）、タオ

ル、飲み物、ヨガマット（貸出あり）

□費用　無料

※詳しくは、国保介護課（緯５５・２６３２）へ。
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シシシシシシシシシシニニニニニニニニニニアアアアアアアアアアスススススススススストトトトトトトトトトレレレレレレレレレレッッッッッッッッッッシニアストレッチチチチチチチチチチチ

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
つ
く
っ

て
食
べ
よ
う

参

加

者

生
涯
学
習
課



広報おおいずみ　Ｈ27.10.10　Vol.820 (20) 

【
脱
メ
タ
ボ
栄
養
教
室
】

　
町
で
は
、
生
活
習
慣
病
予
防
の

た
め
の
栄
養
教
室
を
行
い
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１０

（火）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

□
内
容
　
栄
養
講
話
・
調
理
実
習

「
減
塩
で
お
い
し
い
メ
ニ
ュ
ー
」・

試
食

□
講
師
　
町
管
理
栄
養
士
・
保
健

師
□
対
象
　
町
内
在
住
の
人

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
２
日
　

１１

（月）

□
持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾

□
費
用
　
２
０
０
円（
教
室
当
日
、

受
付
に
て
お
支
払
い
く
だ
さ

い
）

【
骨
コ
ツ
健
康
教
室
】

　
町
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

の
た
め
の
「
骨
コ
ツ
健
康
教
室
」

を
開
催
し
ま
す
。
骨
密
度
が
低
く

て
お
悩
み
の
人
に
お
勧
め
の
教
室

で
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１８

（水）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
４
時

３０

□
内
容

・
骨
折
予
防
ド
ッ
ク
（
骨
密
度
や

簡
単
な
体
力
測
定
で
骨
折
の
リ

ス
ク
に
つ
い
て
調
べ
ま
す
）

・
骨
粗
し
ょ
う
症
予
防
の
講
話
と

運
動
の
紹
介

□
講
師
　
慶
友
整
形
外
科
病
院
の

医
師
お
よ
び
理
学
療
法
士
な
ど

□
対
象
　
町
内
在
住
で
、
骨
密
度

が
低
い
　
歳
以
下
の
女
性

６０

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

２０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１３

（金）

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き
る

服
装
と
上
履
き
、
筆
記
用
具

□
費
用
　
無
料

【
共
通
事
項
】

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

直
接
ま
た
は
電
話
、
町
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp/

）
か
ら
申
し

込
む

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５　
大
泉
消
防
署
で
は
、
親
子
消
防

体
験
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１５

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
　
分
～
　
時

３０

１１

　
分
３０

□
場
所
　
大
泉
消
防
署
（
寄
木
戸

６
１
４
の
１
）

□
内
容
　
レ
ス
キ
ュ
ー
体
験
、
ミ

ニ
消
防
車
搭
乗
体
験
、
煙
体
験

な
ど

□
対
象
　
町
内
の
親
子

□
費
用
　
無
料

※
雨
天
の
場
合
は
中
止
と
な
り
ま

す
。詳
し
く
は
、大
泉
消
防
署
総
務

予
防
係（
緯
　
・
３
１
１
９
）へ
。

６２

　
町
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校

家
庭
教
育
学
級
「
ア
ロ
マ
で
す
ご

す
癒
し
の
毎
日
～
少
し
の
時
間
で

気
分
転
換
心
と
身
体
の
ほ
ぐ
し

方
～
」の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

２０

（金）

□
時
間
　
午
後
７
時
～
９
時

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
２
階

第
１
・
２
研
修
室
（
吉
田
２
０

１
１
の
１
）

□
内
容
　
香
り
が
心
身
に
及
ぼ
す

影
響
、
ブ
レ
ン
ド
オ
イ
ル
で
の

ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ハ
ー
ブ

テ
ィ
ー
の
活
用
な
ど

□
講
師
　
小
黒
ひ
ろ
美
氏
（
公
益

社
団
法
人
日
本
ア
ロ
マ
環
境
協

会
認
定
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
）

□
対
象
　
中
学
生
の
子
ど
も
を
持

つ
親
・
関
心
の
あ
る
人
　

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１１

１３

（金）

□
申
込
方
法
　
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
へ
直
接
ま
た
は
電
話
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w

w
.tow
n
.oizu
m
i.g
u
n
m
a
.jp
/

）、

E
メ
ー
ル
（g

a
kyujim

ushitsu@

tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp

）
で
申

し
込
む
。
E
メ
ー
ル
で
申
し
込

む
場
合
、
タ
イ
ト
ル
は
「
ア
ロ

マ
申
込
」
と
し
、
本
文
に
氏
名
、

住
所
、
電
話
番
号
を
入
力
す
る

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
町
公
民
館
内
学
級

事
務
室
（
緯
　
・
２
５
４
２
）
へ
。

６２

　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
森
林

や
緑
に
親
し
み
・
関
心
を
高
め
て

も
ら
う
た
め
、
県
民
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
森
林
楽
習
講
座
を
開
催
し

ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　
（
雨
天
決

１０

２５

（日）

行
）

□
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー
（
邑

楽
町
中
野
３
９
２
４
の
１
）

□
テ
ー
マ
　「
身
近
な
平
地
林
の

自
然
観
察
」

□
講
師
　
青
木
雅
夫
氏
（
県
自
然

環
境
調
査
研
究
会
調
査
員
、
環

境
希
少
野
生
動
植
物
種
保
存
推

進
員
）

□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

３０

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
開
始
日
時
　
　
月
　
日
　

１０

１３

（火）

午
前
８
時
　
分
～

３０

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
県
緑
化
セ
ン
タ
ー

（
緯
　
・
７
１
８
８
）
へ
。

８８

　
町
で
は
、
群
馬
中
央
医
療
生
活

協
同
組
合
大
泉
千
代
田
支
部
と
と

も
に
住
民
提
案
型
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
事
業
と
し
て
「
脳
い
き
い
き

体
操
」
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
な

お
、
申
し
込
み
の
あ
っ
た
人
へ
、

会
場
の
地
図
な
ど
も
載
せ
た
詳
し

い
開
催
要
項
を
お
送
り
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　
、　

月
　

１１

２７

（金）

１２

２５

日
　
、平
成
　
年
１
月
　
日
　
、

（金）

２８

２２

（金）

２
月
　
日
　
、３
月
　
日
　（
全

２６

（金）

２５

（金）

５
回
）

中
学
校
家
庭
教
育
学
級

町
公
民
館
内
学
級
事
務
室

脳
い
き
い
き
体
操
教
室

群
馬
中
央
医
療
生
活
協
同
組
合
大

泉
千
代
田
支
部
・
松
尾
初
美
さ
ん

親
子
消
防
体
験
教
室

大
泉
消
防
署
総
務
予
防
係

第
３
回
森
林
楽
習
講
座

県
緑
化
セ
ン
タ
ー

健
康
づ
く
り
課
の
教
室

健
康
づ
く
り
課
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定例相談
お気軽にご相談ください。

町民相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前８時３０分～午後５時１５分

日時

町民相談室（役場内）場所

行政に対する苦情や要望、

日常生活上の悩みごとなど

内容

※詳しくは、町民相談室（内線１３０）へ。

法律相談
１０月１５日昭・２２日昭・

１１月１２日昭・１９日昭

日時

午後１時３０分～４時３０分

町民相談室（役場内）場所

顧問弁護士担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

人権・行政相談
１１月１０日昇

午後１時３０分～４時

日時

役場３階第１会議室場所

人権擁護委員、行政相談委員担当

※相談希望の人は、予約が必要なため、

　あらかじめ町民相談室（内線１３０）へ。

教育相談
月～金曜日

午前１０時～午後４時

日時

教育研究所

（城之内４－２－１）

場所

教育相談員担当

非行、いじめ、不登校など

教育に関する悩みごと

内容

小学生、中学生、保護者ほか対象

※詳しくは、教育研究所（緯６３・８６２６）へ。

親と子の電話相談
月～金曜日

午後２時～５時

日時

相談経験豊かな先生担当

学校での悩みごとなど内容

※フリーダイヤル（緯０１２０・００１３０５）へ。

ＤＶ相談
月～金曜日（祝日を除く）

午前９時～正午、午後１時～５時

日時

専門女性相談員担当

配偶者などからの暴力に関す

る悩みごとなど

内容

※詳しくは、相談専用電話（緯２０・３９８８）へ。

情報情報くらしの Information

費用無料。秘密は厳守します。

詳しくは、各問い合わせ先へ。

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
群
馬
中
央
医
療
生
活
協

同
組
合
大
泉
千
代
田
支
部
「
ゆ

い
の
家
」（
北
小
泉
３
の
２
の

　
）
１１

□
内
容
　
認
知
症
予
防
の
簡
単
エ

ク
サ
サ
イ
ズ
を
と
り
い
れ
た

「
脳
い
き
い
き
教
室
」

□
講
師
　
松
尾
初
美
氏
（
脳
刺
激

体
操
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
・
医

学
体
操
指
導
者
）

□
対
象
　
町
内
在
住
で
　
歳
以
上

６５

の
人
で
、
全
５
回
参
加
で
き
る

人
□
定
員
　
　
人
（
定
員
に
な
り
し

１５

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
群
馬
中
央
医
療
生

活
協
同
組
合
大
泉
千
代
田
支
部

松
尾
初
美
へ
電
話
で
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

３１

（土）

□
持
参
す
る
物
　
運
動
の
で
き
る

服
装
、
飲
み
物

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
群
馬
中
央
医
療
生

活
協
同
組
合
大
泉
千
代
田
支
部
・

松
尾
初
美
さ
ん
（
緯
　
・
５
１
５

６２

１
）
へ
。

　
町
で
は
、
う
つ
や
不
眠
、
ス
ト

レ
ス
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
心
の
問
題

に
つ
い
て
悩
み
ご
と
の
あ
る
人
を

対
象
に
し
た
、
医
師
に
よ
る
個
別

の
健
康
相
談
を
行
い
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１１

（水）

□
時
間
　
午
後
１
時
　
分
～
３
時

３０

□
場
所
　
保
健
福
祉
総
合
セ
ン

タ
ー
（
吉
田
２
４
６
５
）

□
担
当
　
後
藤
幸
彦
先
生
（
つ
つ

じ
メ
ン
タ
ル
ホ
ス
ピ
タ
ル
院

長
）

□
申
込
方
法
　
健
康
づ
く
り
課
へ

電
話
で
申
し
込
む
（
予
約
制
）

※
詳
し
く
は
、健
康
づ
く
り
課（
緯

　
・
２
６
３
２
）
へ
。

５５　
県
心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
は
、巡
回
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
　
日
　

１１

１１

（水）

□
受
付
時
間
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

□
場
所
　
館
林
市
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
館
林
市
苗
木
町
２
４
５

２
の
１
　
緯
　
・
７
１
１
１
）

７５

□
相
談
科
目
  整
形
外
科

□
相
談
内
容
　
補
装
具
の
判
定
、

身
体
障
害
者
に
関
す
る
各
種
の

相
談

□
持
参
す
る
物
　
印
鑑
、
身
体
障

害
者
手
帳

□
申
込
方
法
　
福
祉
課
へ
直
接
申

し
込
む
（
予
約
制
）

※
障
害
が
重
い
な
ど
の
理
由
で
会

場
に
来
所
で
き
な
い
人
に
つ
い
て

は
、在
宅
訪
問
診
査
も
あ
り
ま
す
。

詳
し
く
は
、
福
祉
課
（
緯
　
・
２

５５

６
３
１
）
へ
。

　
町
で
は
、
木
造
住
宅
耐
震
診
断

資
格
者
に
よ
る
木
造
住
宅
耐
震
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
期
日
　
　
月
１
日
　

１１

（日）

□
時
間
　
午
前
９
時
～
正
午
、
午

後
１
時
～
３
時

□
場
所
　
町
公
民
館
南
別
館
（
吉

田
２
０
１
１
の
１
）　

□
対
象
　
昭
和
　
年
５
月
　
日
以

５６

３１

前
に
在
来
軸
組
構
法
に
よ
り
建

築
さ
れ
た
、
町
内
の
木
造
住
宅

の
所
有
者

□
定
員
　
５
人
（
定
員
に
な
り
し

だ
い
締
め
切
り
）

□
申
込
方
法
　
建
築
課
へ
電
話
、

ま
た
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http

://

w
w
w
.tow
on.oizum

i.g
unm
a
.jp/

）

か
ら
申
し
込
む

□
申
込
期
限
　
　
月
　
日
　

１０

２８

（水）

□
費
用
　
無
料

※
詳
し
く
は
、
建
築
課
（
内
線
２

０
６
）
へ
。

木
造
住
宅
耐
震
相
談
会

建
築
課

こ
こ
ろ
の
健

康

相

談

健
康
づ
く
り
課

巡

回

相

談

福
祉
課
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癌

贋

岩

雁

眼眼眼眼眼眼眼眼

眼眼眼眼眼眼眼眼

翫
翫
翫
翫

翫
翫
翫
翫

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ど
ん
ぐ
り
ち
ゃ
ん

みんなのみんなの
イラストイラスト

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
き
ょ
う

知っているようで知らない国

民年金。ここでは、国民年金

についての情報をお知らせし

ていきます。

※詳しくは、住民課（内線

１２４）、または太田年金事務所

（緯４９・３７１６）へ。

【第７回】任意加入・付加保険料

【
任
意
加
入
】

　
国
民
年
金
に
は
任
意
加
入

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
歳
ま
で
に
受
給
権
の
確
保

６０が
難
し
い
人
や
、
年
金
額
を

満
額
ま
た
は
満
額
に
近
づ
け

た
い
人
に
お
す
す
め
の
制
度

で
す
。

□
任
意
加
入
で
き
る
人

・
　
歳
か
ら
　
歳
未
満
の
人

６０

６５

で
、
老
齢
基
礎
年
金
を
受

け
る
た
め
の
資
格
期
間
を

満
た
さ
な
い
人
や
、
満
額

の
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い

人
・
昭
和
　
年
４
月
１
日
以
前

４０

に
生
ま
れ
た
人
で
、　

歳
６５

以
降
　
歳
ま
で
の
間
に
受

７０

給
権
を
確
保
で
き
る
人

・
海
外
に
住
ん
で
い
る
　
歳
２０

以
上
　
歳
未
満
の
日
本
人

６５

【
国
民
年
金
付
加
保
険
料
】

　
第
１
号
被
保
険
者
や
任
意

加
入
被
保
険
者
は
、
希
望
に

よ
り
、
定
額
保
険
料
に
月
額

４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を

プ
ラ
ス
し
て
納
め
る
こ
と

で
、
老
齢
基
礎
年
金
に
付
加

年
金
を
上
乗
せ
し
て
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
付
加

年
金
額
は
「
２
０
０
円
×
付

加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」

で
計
算
さ
れ
ま
す
。
２
年
間

で
支
払
っ
た
保
険
料
と
同
額

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
た
だ
し
、
免
除
や
猶
予

制
度
を
利
用
し
て
い
る
人

は
、
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

と
う
が
ら
し
は
ず
か
し
そ
う
に
あ
か
く
な
る

本
島
孝
一
（
　
区
）

１５

真
夏
日
や
屋
久
島
あ
せ
び
の
葉
の
青
さ

島
山
恭
治
（
　
区
）

１９

曼
珠
沙
華
腰
を
曲
げ
ず
に
す
っ
と
咲
く

堀
越
ち
せ
子
（
　
区
）

３０

苔
の
上
散
り
し
紅
葉
に
目
を
移
す

江
口
典
子
（
　
区
）

３０

－

き
さ
ら
ぎ
俳
句
会

－

戦
無
き
御
世
あ
り
が
た
き
秋
桜

萱
島
ふ
じ
子
（
５
区
）

味
噌
汁
の
湯
気
の
香
り
や
涼
新
た

田
中
シ
ゲ
子
（
６
区
）

庭
か
ら
の
癒
し
も
ら
い
て
松
手
入
れ

久
保
塚
り
さ
（
８
区
）

慰
霊
碑
の
思
い
に
う
る
む
夏
の
月

坂
本
タ
ツ
子
（
　
区
）

１７

故
郷
の
風
の
音
聴
く
盆
の
席

渋
谷
栄
子
（
　
区
）

２２

俳俳
　
　
　
句句

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト

　先月、鬼怒川決壊により甚大な被害に見舞

われました被災地へ、いち早く給水車を送り、

飲料水を届けました。その後も、ボランティ

アとして支援物資の仕分け作業や、泥の除去

作業などに行って来ました。
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広
報
お
お
い
ず
み
で
は
、
皆

さ
ん
か
ら
の
身
近
な
情
報
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

□
連
絡
方
法

・
電
話
（
緯
　
・
３
１
１
１
　

６３

内
線
２
１
５
）

・
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
　
・
３
９
２
１
）

６３

・
Ｅ
メ
ー
ル
（kouhou@

tow
n.

oizum
i.g
unm
a
.jp

）

※
ご
紹
介
で
き
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご

了
承
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、

広
報
情
報
課
へ
。

身
近
な
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
！

　広報おおいずみに掲載して
ほしいイラストなどは黒一色
で書いてね。
　皆さんからのご意見・ご質
問、身近な話題などもお待ち
しています。
広報情報課
（緯６３・３１１１　内線２１５）
Ｅメール：kouhou@town.oizumi.gunma.jp

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
ミ
オ
リ
ン

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
む
っ
た
ん
の
お
か
ん
。

乾
き
た
る
猛
暑
に
溜
め
置
く
雨
水
を

や
れ
ば
里
芋
活
気
を
帯
び
る

青
木
登
美
江
（
　
区
）

２０

出
産
の
内
祝
と
て
夜
の
桜
・

千
歳
菊
と
う
羊
羹
届
く

村
田
厚
子
（
２
区
）

順
位
な
ど
付
け
ら
れ
ぬ
程
の
白
熱
に

高
校
野
球
の
夏
は
過
ぎ
行
く

正
田
富
子
（
　
区
）

１０

脱
ぐ
靴
を
揃
へ
る
孫
を
 見
  守
 り
つ
つ

ま
 

も

戦
争
な
き
世
を
祈
り
て
止
ま
ず

成
島
福
子
（
　
区
）

１４

留
守
電
に
今
も
残
れ
る
亡
夫
の
声

短
か
け
れ
ど
も
大
切
に
す
る

黒
河
早
百
合
（
　
区
）

１０

菜
園
で
採
れ
た
る
野
菜
を
受
け
取
り
て

嫁
は
喜
び
か
か
へ
て
帰
る

山
中
志
津
江
（
　
区
）

１７

朝
顔
の
葉
に
あ
な
を
あ
け
休
み
た
る

オ
ン
ブ
バ
ッ
タ
に
秋
雨
優
し

富
田
美
亀
江
（
　
区
）

１７

大
鍋
で
作
り
し
カ
レ
ー
を
試
食
す
る

防
災
訓
練
終
わ
り
し
後
に

前
田
洋
子
（
　
区
）

２９

鬼
灯
の
色
を
抱
え
て
吾
子
来
た
り

長
谷
川
美
智
子
（
　
区
）

２２

あ
き
あ
か
ね
大
空
に
群
れ
雲
に
な
る

丸
山
和
子
（
　
区
）

２６

－

い
ず
み
俳
壇

－

露
の
玉
け
ふ
の
い
の
ち
を
か
が
や
か
す

林
　
宣
子
（
１
区
）

唐
突
に
父
母
思
は
る
る
今
朝
の
秋

真
下
忠
男
（
　
区
）

１１

商
人
の
顔
持
つ
農
夫
梨
を
売
る

泉
谷
澄
美
（
　
区
）

１７

凌
ぎ
合
う
男
の
背
中
荒
御
輿

青
木
し
ず
子
（
　
区
）

２０

鈴
虫
の
音
色
聞
き
入
る
道
の
駅

柴
崎
八
重
子
（
　
区
）

２０

末
生
り
の
西
瓜
ご
ろ
ご
ろ
五
六
十

栗
原
　
満
（
　
区
）

２２

夏
に
逝
き
し
愛
犬
の
墓
花
添
え
る

大
川
文
子
（
　
区
）

２５

空
と
海
ひ
と
つ
に
炎
え
て
秋
没
り
日

前
嶋
春
生
（
　
区
）

２８

涼
新
た
あ
そ
び
心
で
染
め
し
髪

青
木
京
子
（
　
区
）

３０

秋
海
棠
木
立
の
裾
に
憂
い
あ
り

野
口
一
美
（
　
区
）

３０

コ
ス
モ
ス
の
波
に
誘
わ
れ
途
中
下
車

横
山
昭
子
（
太
田
市
）

墓
洗
う
娘
と
二
人
語
り
つ
つ

松
村
美
智
子
（
熊
谷
市
）

猛
暑
去
り
ほ
つ
と
一
息
心
地
よ
く

青
空
恋
し
い
秋
の
香
り
を

小
林
美
代
子
（
　
区
）

２１

－

や
よ
い
短
歌
会

－
膝
痛
の
診
断
を
し
て
医
師
は
言
う

足
高
く
し
て
寝
る
の
が
良
い
と

入
谷
宗
二
（
　
区
）

２０

少
年
は
高
き
声
あ
げ
球
を
追
ふ

五
月
の
光
の
降
り
来
る
中
を

濵
野
シ
ズ
江
（
２
区
）

コ
ツ
コ
ツ
と
杖
つ
き
歩
く
稲
田
路

老
い
て
欲
張
る
足
鍛
え
ん
と

湯
澤
よ
ね
（
　
区
）

１９

朝
毎
の
ラ
ジ
オ
に
聞
け
る
花
言
葉

覚
え
た
つ
も
り
が
人
に
語
れ
ず

森
　
き
ん
（
　
区
）

１４

短短
　
　
　
歌歌

▼

Ｐ
・
Ｎ
　
p
u
m
p
k
i
n
☆
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私の
ひ
とこと

皆さんからのご意見・ご質問
お待ちしています

〒370-0595
大泉町役場
　広報情報課　宛

ＴＥＬ　63・3111　　ＦＡＸ　63・3921
メール　kouhou@town.oizumi.gunma.jp

　
９
月
　
日
号
の
広
報
ク
イ
ズ

１０

☆
「
秋
の
味
覚
と
い
え
ば
…
」

に
寄
せ
ら
れ
た
投
書
の
中
か
ら

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
や
っ
ぱ
り
秋
の
味
覚
と
言
え

ば
栗
。
今
で
は
い
つ
で
も
ス
ー

パ
ー
で
購
入
出
来
る
様
に
な
っ

た
が
、
昔
は
栗
拾
い
に
行
っ
て

拾
っ
た
栗
で
母
親
に
栗
御
飯
を

作
っ
て
貰
う
の
が
楽
し
み
だ
っ

た
。
又
、
食
べ
て
み
た
い
な
。

Ｐ
・
Ｎ
　
む
ー
ね
こ

　
秋
の
味
覚
と
い
え
ば
、
何
と

言
っ
て
も
サ
ン
マ
。
夕
方
あ
ち

こ
ち
か
ら
焼
き
サ
ン
マ
の
臭
い

が
た
だ
よ
っ
て
く
る
と
、
あ
～

秋
だ
な
と
感
じ
る
。
た
っ
ぷ
り

の
だ
い
こ
ん
お
ろ
し
に
し
ょ
う

ゆ
を
か
け
る
と
も
う
た
ま
ら
な

く
な
る
。
い
つ
の
時
代
も
最
高

の
秋
の
食
材
だ
と
思
う
。

本
多
明
子
さ
ん
（
　
区
）

２５

　
今
年
初
め
て
供
す
だ
ち
僑
の

実
が
つ
い
た
の
で
、
さ
っ
そ
く

焼
き
サ
ン
マ
に
し
ぼ
っ
て
お
い

し
く
い
た
だ
い
て
ま
す
。

匿
名
希
望

　
定
番
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

私
は
や
っ
ぱ
り
コ
レ
で
す
！
　

学
生
の
頃
は
落
ち
葉
を
た
っ
く

さ
ん
集
め
て
ホ
ッ
ク
ホ
ク
の
焼

き
芋
に
し
ま
し
た
。
つ
い
で
に

み
か
ん
も
ホ
イ
ル
に
く
る
ん
で

「
焼
き
み
か
ん
」に
し
た
り
し
て

…
。
最
近
は
色
ん
な
種
類
も
出

て
き
て
、
あ
れ
こ
れ
試
す
の
も

楽
し
い
で
す
ね
。
お
芋
大
好
き

で
す
！

Ｐ
・
Ｎ
　
埼
玉
か
ら
越
し
て
き
ま
し
た
。

　
な
ん
と
言
っ
て
も
マ
ツ
タ

ケ
！
　
田
舎
で
採
り
た
て
を
マ

ツ
タ
ケ
ご
飯
、
土
瓶
蒸
し
、
焼

マ
ツ
タ
ケ
に
し
て
食
べ
た
味
は

今
は
遠
き
思
い
出
。
も
う
１
度

採
り
た
て
を
食
べ
た
い
。

津
田
徳
行
さ
ん
（
　
区
）

１３

糸
な
ん
と
言
っ
て
も
…

糸
サ
ツ
マ
イ
モ
！

「
秋
の
味
覚
と
い
え

ば
…
」
を
教
え
て
！

糸
大
根
お
ろ
し
と
と
も
に

糸
サ
ン
マ
に
す
だ
ち
を
…

糸
や
っ
ぱ
り
栗
！

広報クイズ

①平成２６年度歳入総額 （伺２ページ）
　佳１４５兆６，４６１億円　加１４５億６，４６１万円　可１４５万６，４６１円

②働きやすい○○の充実 （伺６ページ）
　佳環境 加食事 可服装

③第５回環境フェアーの期日 （伺１０ページ）
　佳１０月３１日 加１１月１日 可１１月３日

④○○講習会 （伺１８ページ）
　佳介護 加防災 可ＩＴ

⑤第○回福祉パレード （伺２７ページ）
　佳２３ 加３３ 可４３

☆「体育祭の思い出」を教えてください（お答えの中

から、広報おおいずみに掲載させていただきます）。

□応募方法　はがきまたはメールに必要事項を記

入し、応募する（１人につき、はがきまたはメー

ルのどちらか１通までとします）

□必要事項　クイズの答え（例：①－佳）､住所､

行政区、氏名、年齢、電話番号

□応募期限　１０月２４日

□応募先

※町政などに関するご意見ご要望がありましたら

書き添えてお送りください。楽しい情報や文芸、

イラスト、各種作品も大歓迎！（匿名を希望され

る人は「匿名希望」と明記してください）

□９月号の正解

　①－絹、②－硯、③－研、④－研、⑤－絹
※なお、③に関しましては、ヒントページの誤りがあ

りましたので全員正解とさせていただきました。

□応募総数　８０通で正解は８０通でした

□当選者（敬称略）

金子郁恵（１区）、安田梨絵（１区）、津田徳行（１３区）

三宅莉子（１４区）、新井由佳（１５区）、久保田はな子（１５区）

堀本ヒデ子（１６区）、岡本亜希子（１７区）、小野田莉唯（１７区）

権藤春花（１８区）、服部あけみ（１８区）、遠藤恭介（２１区）

小林一夫（２１区）、佐藤敏子（２２区）、黒木らんでぃ（２３区）

畑　京佑（２５区）、藤澤知輝（２５区）、内城裕子（２７区）

根本かおり（２８区）、茂原裕子（２８区）

※なお、当選者には郵送でお送りします。

今月の問題 （伺ヒント）

　問題をよく読み、３つの答えの中から正しいも

のを選び、はがきまたはメールでお送りください。

全問正解者の中から抽選で２０人に５００円の図書

カードをプレゼントします。

〒370‐0595
大泉町役場　広報情報課　「広報クイズ」係

quiz-kouhou@town.oizumi.gunma.jp

〒

ご応募

お待ちしています！

図書カードが２０人に　　たる！
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好きなこと

音楽を聞くことです。気持ちがリラックスしたり、

楽しい気持ちになります。

自分の性格

何事にも一生懸命で、習字のことになると特に負

けず嫌いなところもあります。

大
好き

「大好き」では、３歳未満の
町内在住のお子さんを紹介
しています。掲載希望者は、
広報情報課（内線２１５）へ。

どんなちびっ子？

パパと毎日野球ごっこをし

ている元気なちびっ子で

す。かなたおにいちゃんと

工作をしたり、弟のとうま

のお世話をすることが好き

です。

好きなものは？

三輪車やストライダーが大

好きで、食べ物では、ぶど

うやいちごが大好物。

パパ・ママからひとこと

兄弟仲良く、元気で優しい

子になってね。

 小  林  歩  叶 くん
こ ばやし あゆ と

（１区・３歳）

夢夢にむかってにむかって
My dreamMy dream

町内で夢に向かってがんばっている人

をご紹介します。

 竹  村  文  希 さん　（１１歳）
たけ むら あや き

将
来
の
夢
は
？

習
字
の
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。

教
わ
っ
て
い
る
先
生
が
誰
に
対
し

て
も
優
し
く
教
え
て
い
る
姿
を
見

て
、憧
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
で
習
っ
た
こ
と
以
上
に
、
字

を
書
く
楽
し
さ
や
お
も
し
ろ
さ
を

伝
え
た
い
で
す
。そ
の
た
め
に
も
、

今
は
自
分
が
で
き
て
い
な
い
部
分

を
教
え
て
も
ら
い
、
上
達
し
て
い

け
る
よ
う
に
日
々
努
力
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
漢
字
の
書
き
順
な
ど

を
間
違
え
な
い
よ
う
に
た
く
さ
ん

練
習
し
て
い
き
た
い
で
す
。

学
校
・
学
年
は
？

大
泉
町
立
南
小
学
校
の
６
年
生
で

す
。

学
校
生
活
は
？

授
業
で
は
、
社
会
の
時
間
に
テ
レ

ビ
で
歴
史
の
歌
を
流
す
こ
と
が
あ

る
の
で
す
が
、
そ
の
歌
が
お
も
し

ろ
い
の
で
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
所
属
し
て
い
る

児
童
会
本
部
で
は
、
週
１
回
、
あ

い
さ
つ
運
動
と
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回

収
を
し
て
い
ま
す
が
、
楽
し
く
て

や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
。

習
字
の
先
生
に
な
っ
て

字
を
書
く
楽
し
さ
を
伝
え
た
い

【
 庚
  申
 の
 榎
 】

こ
う
 し
ん
 

え
の
き

　
小
泉
城
主
・
富
岡
直
光
が
吾
妻

郷
七
十
一
ヵ
村
（
猿
ヶ
京
付
近
）

を
支
配
し
た
際
、
戦
勝
記
念
に
吾

妻
山
岳
か
ら
楓
や
榎
な
ど
数
百
本

を
小
泉
城
外
の
原
野
へ
移
植
し

て
、広
大
な
庭
園
を
築
き
ま
し
た
。

後
年
、
館
林
城
主
・
徳
川
綱
吉
が

新
田
開
発
の
た
め
に
、
数
本
を
残

し
て
伐
採
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
残
さ
れ
た
う
ち
の
一
本
が
こ

の
大
榎
の
木
で
、
そ
の
根
元
に
庚

申
様
を
建
て
て
ま
つ
っ
た
こ
と
か

ら
「
庚
申
の
榎
」
と
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
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伝統を引き継ぎ
土俵上で大あばれ！

間之原地蔵尊奉納相撲大会

９月１９日、主要地方道足利千代田線近くの公園

で、間之原地蔵尊奉納相撲大会が行われました。

この奉納相撲は２００年以上前から続く伝統行事

で、当日は北部地区の小学生１４人が参加し、土

俵の上を所狭しと動き回り、熱戦を繰り広げて

いました。また、稚児の土俵入りも行われ大会

に花を添えていました。

大泉町総合防災訓練

防災に対する意識を
高めていました

８月３０日、利根川河川敷とね運動場で、「大泉

町総合防災訓練」が行われました。１,０２０人が参

加した今回の訓練は、「首都直下型地震と水害」

が起こった場合を想定し行われたもので、ライ

フライン復旧訓練や倒壊建物救出救護訓練、車

両事故救助訓練などが行われ、参加者たちは、

防災に対する意識を高めていました。

(27) 広報おおいずみ　Ｈ27.10.10　Vol.820

広報で掲載された写真はご本人と

ご家族にプレゼント！　

広報情報課（緯63・3111　内線215）

までご連絡ください。

いつまでも元気で
長生きをしてください

敬老訪問

福祉パレード

大泉町民スポーツ・レクリエーション祭

さまざまな競技を
楽しみました

９月６日、町民体育館やスバル運動公園などを

会場に、「第１９回大泉町民スポーツ・レクリエー

ション祭」が開催され、５２０人が参加しました。

当日は、ソフトバレーボールやグラウンド・ゴ

ルフなどの競技が行われ、参加者はスポーツを

楽しみました。

９月１５日、役場町民ホールで第４３回福祉パレー

ドの式典が行われました。福祉パレードは、知

的障害者福祉月間にあたり、知的障害者に対す

る町民の理解を深めるために行われているもの

で、代表者からはメッセージの伝達と花束の贈

呈がありました。

知的障害者への
理解を深めましょう

９月４日、村山町長などが町内のお年寄りの長

寿を祝い、敬老訪問を行いました。特別養護老

人ホーム大泉園を訪れた村山町長は、お年寄り

の皆さん一人ひとりに「いつまでもお元気で長

生きしてくださいね」と声をかけ、敬老祝金を

贈りました。

常総市ボランティア

被災地復旧のための
ボランティア

９月２６日、台風１８号で被災した茨城県常総市

へ災害ボランティア派遣を行いました。町ホー

ムページなどの呼びかけによりボランティアに

参加した４２人は、水海道総合体育館において支

援物資の搬入や運搬、仕分けなどの作業を行い

ました。



発
行
日
　
2
0
1
5
.1
0
.1
0
／
発
行
　
大
泉
町
役
場

〒
3
7
0
-0
5
9
5
　
大
泉
町
日
の
出
5
5
番
1
号

1
0
. 1
0
　
V
ol. 8
2
0

編
集
　
広
報
情
報
課

緯
0276・

63・
3111　

F
A
X
0276・

63・
3921　

http:/ /w
w
w
.tow
n.oizum

i.g
unm
a
.jp/

この広報紙は、自然保護のため再生紙とベジタブル
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B
est Shot

企業紹介企業紹介
大泉町

ものづくり

　　ひとづく
り

さまざまな企業が立地している大泉町。

このコーナーでは各企業の担当者に登場

してもらい、会社の概要や業務内容など

について、お話を伺います。

　「
自
社
で
製
作
し
た
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
な
ど
が
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
つ
な
が
り
、
お
客
様
の
利
益

へ
結
び
つ
く
こ
と
が
や
り
が
い
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
壽

盛
さ
ん
は
、
代
表
取
締
役
と
し

て
会
社
管
理
や
印
刷
物
の
デ
ザ

イ
ン
全
般
、
ロ
ゴ
制
作
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
成
・
管
理
な
ど
を
行
っ

て
い
ま
す
。
デ
ザ
イ
ン
制
作
は
、

お
客
様
か
ら
の
イ
メ
ー
ジ
を
う

㈲イーヴライン

№２５

▲制作したパンフレットの一部

▲代表取締役

 壽  盛  倫  子 さん
す もり みち こ

▲ホームページ制作など作業をしている様子

　
９
月
　
日
、
南
児
童
館
で
ミ

２８

ニ
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
大
会
が
行
わ

れ
、
参
加
し
た
　
人
は
８
チ
ー

６４

ム
に
わ
か
れ
て
５
種
類
の
ゲ
ー

ム
で
競
い
ま
し
た
。
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
キ
ャ
ッ
プ
を
積
み
あ
げ

て
高
さ
を
競
う
ゲ
ー
ム
や
、
空

気
砲
を
使
っ
て
並
べ
ら
れ
た

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
倒
す
ゲ
ー
ム

な
ど
を
行
い
、
子
ど
も
た
ち
は

笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
３
回
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き

る
空
気
砲
で
は
、
１
回
で
す
べ

て
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
倒
す
こ

と
が
で
き
る
と
、
見
て
い
る
子

ど
も
た
ち
か
ら
歓
声
が
上
が
り

ま
し
た
。 

（
結
）

ま
く
く
み
取
っ
て
形
に
す
る
こ

と
が
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
、

一
番
大
切
な
と
こ
ろ
だ
と
感
じ

て
い
る
た
め
、
お
客
様
の
意
見
と

自
社
の
提
案
を
出
し
合
い
、
満

足
の
い
く
も
の
を
作
れ
る
よ
う

に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
デ
ザ
イ
ン

の
美
し
さ
だ
け
で
な
く
、
エ
ン
ド

ユ
ー
ザ
ー
が
ど
の
よ
う
な
人
な

の
か
を
考
え
、
提
案
で
き
る
よ
う

に
心
が
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
今

後
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
地
域

密
着
・
地
域
活
性
化
を
考
え
な

が
ら
、
お
客
様
に
イ
ー
ヴ
ラ
イ
ン

に
頼
ん
で
良
か
っ
た
と
言
っ
て
も

ら
え
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
」
と

笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

住　　　所：大泉町日の出３１－１　２階

会社の概要：２００１年１１月、太田市で有限会社

イーヴラインを設立し、２０１１年１１月、大泉町

にも支店を設立しました。現在では、広告宣伝

物制作会社として、群馬県だけではなく、栃木

県・埼玉県でホームページ制作・運営管理やパ

ンフレット・カタログ・会社案内・パッケージ・

名刺・封筒などの制作、イラスト、ロゴなど各

種幅広いデザインの対応をしています。また、

多言語の翻訳も行っており、デザイン・パンフ

レット作成なども対応しています。多くの人の

さまざまなニーズに柔軟に応えることが目標で

あり、存在価値であると考え、何事も親身に的

確に対応するように、スタッフ一同日々努力し

ています。


